
ド
イ
ツ
に
お
け
る
計
画
策
定
手
続
の
展
開
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

一

ド
イ
ツ
に
お
け
る
計
画
策
定
手
続
の
展
開
に
関
す
る
考
察

─
我
が
国
の
計
画
策
定
手
続
の
充
実
化
へ
の
応
用
を
見
据
え
て

─

長
谷
川

　
　福

　
　造

一
　
序
説
─
考
察
の
背
景

二
　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
計
画
策
定
手
続
の
展
開

三
　
考
察
と
分
析
─
我
が
国
の
計
画
策
定
手
続
の
充
実
化
を
見
据
え
て

一
　
序
説
─
考
察
の
背
景

１
　
行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
八
八
号
）
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
、
既
に
二
五
年
が
経
過
し
た

（
１
）

。
こ
の
四
半
世
紀
の
間
、
行
政
手
続
法
は
、

行
政
運
営
に
お
け
る
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上
を
通
じ
て
、
国
民
の
権
利
利
益
の
保
護
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た

（
２
）

。
そ
の

論
　
説

）
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

二

一
方
で
、
い
わ
ゆ
る
計
画
策
定
手
続
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
法
の
制
定
当
初
か
ら
検
討
課
題
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
き
た
も
の

の
（
３
）

、
現
在
に
至
る
ま
で
行
政
手
続
法
に
は
盛
り
込
ま
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
行
政
計
画
の
理
論
的
分
析
は
近
時
も
活
発
に
行
わ
れ
て
お

り
（
４
）

、
手
続
的
統
制
の
重
要
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
５
）

。

２
　
各
種
の
行
政
計
画
が
策
定
さ
れ
る
ま
で
の
手
続
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
根
拠
法
令
が
ど
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
七
年
時
点
で
の
実
状
を
網
羅
的
に
調
査
し
た
先
行
研
究
が
あ
る

（
６
）

。
こ
の
調
査
に
よ
る
と
、
昭
和
二
二
年
か
ら
平
成
二
七
年
ま
で

に
公
布
さ
れ
た
法
律
を
根
拠
と
す
る
計
画
は
、
合
計
で
五
一
四
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
ら
は
、
空
家
等
対
策
計
画
の
よ
う
に
「
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
れ
ば
（
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
六
年
法
律
第
一
二
七
号
）
六
条
一
項
）、

北
海
道
総
合
開
発
計
画
の
よ
う
に
「
樹
立
し
（
、
こ
れ
に
基
く
事
業
を
…
…
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。）」
と
規
定
さ
れ
た
り
（
北
海
道
開
発
法

（
昭
和
二
五
年
法
律
第
一
二
六
号
）
二
条
一
項
）、
あ
る
い
は
広
域
計
画
の
よ
う
に
「
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
場

合
も
あ
る
（
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
二
年
法
律
第
六
七
号
）
二
九
一
条
の
七
第
一
項
）。
策
定
が
義
務
的
で
あ
る
か
任
意
で
あ
る
か
の
相
違
は

あ
る
も
の
の
、
法
律
上
の
根
拠
が
あ
る
点
で
、
こ
れ
ら
は
共
通
し
て
い
る
。

他
方
、「
計
画
」
と
い
う
名
称
が
付
さ
れ
て
公
表
さ
れ
る
文
書
に
は
、
法
定
外
の
事
実
上
の
計
画
も
あ
る
。
一
般
的
に
い
え
ば
、
行

政
計
画
の
策
定
に
法
律
の
根
拠
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
法
治
主
義
の
観
点
か
ら
み
て
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の

こ
と
は
、
行
政
計
画
の
策
定
に
法
律
の
根
拠
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、
換
言
す
る
と
、
法
律
の
根
拠
を
欠
く
行
政
計
画
の
策
定
が
違
法

で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
な
い

（
７
）

。
事
実
上
の
計
画
が
訴
訟
で
具
体
的
に
問
題
と
な
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
熊
本
地
玉
名
支
判
昭

和
四
四
年
四
月
三
〇
日
判
時
五
七
四
号
六
〇
頁

（
８
）

で
問
題
と
な
っ
た
被
告
で
あ
る
荒
尾
市
の
策
定
し
た
住
宅
団
地
建
設
計
画
を
挙
げ
る
こ

）
二
（



ド
イ
ツ
に
お
け
る
計
画
策
定
手
続
の
展
開
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

三

と
が
で
き
る

（
９
）

。
法
定
外
の
計
画
で
あ
っ
て
も
内
容
の
変
更
や
廃
止
が
原
因
で
権
利
・
利
益
の
侵
害
が
発
生
し
た
場
合
は
損
害
賠
償
責
任

が
発
生
し
う
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
策
定
・
変
更
・
廃
止
の
手
続
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
事
実
上
の
計
画
で
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、

策
定
手
続
の
適
切
な
統
制
を
理
論
的
に
検
証
す
る
場
面
で
は
、
根
拠
法
令
の
趣
旨
目
的
が
指
標
と
し
て
具
体
的
に
機
能
す
る
法
定
計
画

が
、
検
討
対
象
の
主
眼
と
な
ろ
う
。

筆
者
は
、
前
稿
に
お
い
て

（
10
）

行
政
計
画
の
事
後
的
統
制
に
焦
点
を
絞
っ
て
考
察
を
進
め
、
訴
訟
に
よ
る
事
後
審
査
に
限
界
が
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
考
察
を
踏
ま
え
て
本
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
計
画
策
定
手
続
の
展
開
を
中
心
に
分
析
を
行
う
。

二
　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
計
画
策
定
手
続
の
展
開

１
　
ド
イ
ツ
再
統
一
（W

iedervereinigung
）
に
伴
う
計
画
手
続
の
変
容

一
九
七
六
年
五
月
の
行
政
手
続
法
制
定
（V

erw
altungsverfahrensgesetz vom

 25. 5. 1976, B
G

B
l. I S

.1253

）
か
ら
一
九
八
六
年
の
建

設
法
典
（B

augesetzbuch

）
制
定

（
11
）

を
経
て
今
日
ま
で
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
計
画
策
定
手
続

（
12
）

は
、
住
民
意
思
の
適
切
な
反
映
と
手
続
の
迅
速

化
の
狭
間
で
変
容
を
遂
げ
て
き
た
。
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法

（
13
）

二
三
条
に
基
づ
い
て
、
一
九
九
〇
年
一
〇
月
三
日
、
ド
イ
ツ
民
主
共
和

国
（
東
ド
イ
ツ
）
の
領
域
内
に
あ
っ
た
各
州
が
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
（
西
ド
イ
ツ
）
に
編
入
さ
れ
た
後
、
一
九
九
一
年
に
制
定
さ
れ
た
交
通

網
計
画
促
進
法
（V

erkehrsw
egeplanungsbeschleunigungsgesetz （

14
））

が
、
そ
の
嚆
矢
で
あ
る

（
15
）

。
こ
の
法
律
は
、
ド
イ
ツ
全
土
に
お
い
て
可

能
な
限
り
同
等
な
生
活
条
件
を
確
立
す
る
義
務
を
連
邦
政
府
が
負
っ
て
い
る
こ
と
に
基
づ
い
て

（
16
）

、
旧
東
ド
イ
ツ
の
地
域
に
お
け
る
鉄
道
、

道
路
、
水
路
及
び
空
港
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
標
準
（der europäischen S

tandard

）」
に
適
合
さ
せ
る
と
と
も
に
、
路

）
三
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

四

面
電
車
な
ど
の
近
距
離
交
通
の
状
況
を
改
善
す
る
こ
と
を
目
的
に
据
え

（
17
）

、
計
画
手
続
の
促
進
を
図
る
も
の
で
あ
っ
た

（
18
）

。
例
え
ば
、
一
定
の

条
件
を
満
た
し
た
場
合
に
計
画
確
定
手
続
（P

lanfeststellungsverfahren

）
を
経
る
こ
と
な
く
個
別
の
計
画
に
認
可
（G

enehm
igung

）
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
（
四
条

（
19
））。

こ
の
新
法
は
、
当
時
通
常
一
〇
年
か
ら
二
〇
年
掛
か
る
と
さ
れ
た

（
20
）

各
種
交
通
計
画
の
策
定

期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
で
旧
東
ド
イ
ツ
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
役
立
つ
と
の
評
価
が
あ
っ
た
一
方
で

（
21
）

、
計
画
確
定
手
続
の
有
す
る
権
利
保
護

機
能
か
ら
み
て
、「
他
者
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
（w

enn R
echte anderer nicht beeinträchtigt sind

）」
と
い
う
要
件
を

広
く
解
釈
す
る
こ
と
は
違
憲
で
あ
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
す
見
解
も
あ
っ
た

（
22
）

。
ま
た
、
そ
も
そ
も
計
画
確
定
に
時
間
が
掛
か
っ
て
い
た
の
は
考

慮
さ
れ
る
べ
き
異
議
と
態
度
表
明
の
結
果
と
し
て
計
画
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
手
続
の
仕
組
み
に
起
因
し
た
も
の
で

は
な
い
と
い
う
批
判

（
23
）

や
、
合
意
形
成
に
よ
る
解
決
の
重
要
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
た

（
24
）

。

２
　
一
九
九
二
年
の
連
邦
交
通
網
計
画
と
一
九
九
三
年
の
法
改
正

し
か
し
、
計
画
手
続
の
促
進
が
旧
東
ド
イ
ツ
の
発
展
と
生
活
環
境
の
同
質
化
に
大
き
く
貢
献
し
た

（
25
）

こ
と
を
踏
ま
え
、
欧
州
市
場
の
完
成

と
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
開
放
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
央
部
で
最
も
重
要
な
通
過
国
と
し
て
必
要
な
条
件
を
具
備
す
る
た
め
に
、
東
西
の

輸
送
と
移
動
を
更
に
整
備
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た

（
26
）

。
こ
の
流
れ
を
具
体
的
に
推
し
進
め
た
の
が
一
九
九
二
年
連
邦
交
通
網
計
画

（B
undesverkehrsw

egeplan 1992 （
27
））

で
あ
る
。
こ
の
計
画
は
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
や
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
と
い
っ
た
旧
西
ド
イ
ツ
の
主
要
都
市
と
ベ

ル
リ
ン
を
結
ぶ
幹
線
鉄
道
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
カ
ッ
セ
ル
か
ら
エ
ア
フ
ル
ト
及
び
ド
レ
ス
デ
ン
を
経
て
ナ
イ
セ
川
沿
い
の
ゲ
ル
リ
ッ

ツ
に
至
る
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
を
拡
充
す
る
な
ど
し
て
、
東
西
の
物
流
と
移
動
に
関
す
る
統
一
的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
目
的
と
し
て
い
た
。
こ

の
新
た
な
計
画
を
予
測
可
能
な
期
間
で
（in einem

 überschaubaren Z
eitraum

）
実
現
す
る
た
め
、
空
間
的
範
囲
の
限
定
と
時
限
性
の
な

）
四
（



ド
イ
ツ
に
お
け
る
計
画
策
定
手
続
の
展
開
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

五

い
総
合
的
な
計
画
促
進
を
図
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
の
が

（
28
）

、
一
九
九
三
年
の
計
画
簡
略
化
法
（P

lanungsvereinfachungsgesetz

）
で
あ
る

（
29
）

。

こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
連
邦
鉄
道
法
（B

undesbahngesetz 

（B
bahnG （

30
）））、

連
邦
遠
距
離
道
路
法
（B

undesfernstraßengesetz 

（F
S

trG （
31
）））、

連
邦
水
路
法
（B

undesw
asserstraßengesetz 

（W
aS

trG （
32
）））、

航
空
交
通
法
（L

uftverkehrsgesetz 

（L
uftV

G

））
及
び
旅
客
運
送
法

（P
ersonenbeförderungsgesetz 

（P
befG （

33
）））

の
計
画
策
定
の
規
律
が
改
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
各
種
の
交
通
網
整
備
に
関
す
る
手
続
規
定
を

一
様
化
す
る
こ
と
（A

ngleichung

）
が
大
き
な
目
標
で
あ
り

（
34
）

、
更
に
ま
た
コ
ス
ト
削
減
の
効
果
も
期
待
で
き
る
と
さ
れ
た

（
35
）

。
計
画
の
確
定

手
続
に
関
し
て
、
例
え
ば
連
邦
遠
距
離
道
路
法
一
七
条
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
規
定
が
設
け
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
主
に
期
限
の
設
定

に
よ
る
手
続
の
促
進
を
意
図
し
て
い
た

（
36
）

。
す
な
わ
ち
、
計
画
が
提
出
さ
れ
て
か
ら
一
か
月
以
内
に
、
意
見
聴
取
機
関

（A
nhörungsbehörde

）
は
、
関
係
す
る
官
庁
の
意
見
表
明
（S

tellungnahm
e

）
の
機
会
を
確
保
し
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
に
お
い
て
当
該
計
画
を

公
告
（A

uslegen

）
す
る
措
置
を
執
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
一
七
条
三
ａ
項
）。
そ
し
て
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
は
そ
の
到
達
か
ら
三
週
間
以
内
に

当
該
計
画
を
公
告
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
、
関
係
官
庁
は
意
見
聴
取
機
関
が
設
定
し
た
最
長
三
か
月
の
期
間
内
に
意
見
を
表
明
す
る

機
会
が
与
え
ら
れ
る
（
同
条
三
ｂ
項
）。
意
見
聴
取
機
関
は
、
異
議
申
立
て
期
間
（E

inw
endungsfrist

）
満
了
後
三
か
月
以
内
に
審
議

（E
rörterung

）
を
終
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
同
条
三
ｃ
項
一
文
）、
審
議
終
了
か
ら
一
か
月
以
内
に
意
見
を
表
明
す
る
も
の
と
さ
れ
た

（
同
条
項
二
文

（
37
））。

こ
の
計
画
簡
略
化
法
は
そ
れ
ぞ
れ
の
輸
送
交
通
施
設
の
建
設
と
計
画
に
係
る
実
体
法
を
前
提
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
変
更

が
無
か
っ
た

（
38
）

。
計
画
の
質
を
確
保
し
つ
つ
、
法
治
国
家
の
仕
組
み
と
行
政
手
続
及
び
行
政
裁
判
所
に
お
け
る
手
続
の
公
正
を
損
な
わ
ず
に

計
画
策
定
と
実
施
の
時
間
短
縮
を
目
指
し
た
こ
と
を
評
価
す
る
意
見
が
あ
る
一
方
で

（
39
）

、
父
権
主
義
的
な
行
政
実
務
に
は
有
利
で
あ
る
が
合

意
を
形
成
す
る
た
め
の
行
政
戦
略
を
放
棄
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
批
判
が
あ
っ
た

（
40
）

。
ま
た
、
一
九
九
〇
年
に
制
定
さ
れ
た
環
境
影
響
評
価

）
五
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

六

法
（G

esetz über die U
m

w
eltverträglichkeitsprüfung 

（U
V

P
G （

41
）））

が
公
衆
参
加
（Ö

ffentlichkeitsbeteiligung

）
を
拡
大
さ
せ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
期
間
短
縮
に
よ
っ
て
参
加
の
機
会
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
へ
の
懸
念
も
示
さ
れ
て
い
た

（
42
）

。

３
　
一
九
九
六
年
の
法
改
正

こ
の
よ
う
に
計
画
策
定
の
促
進
化
に
対
す
る
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
る
中
で
、
一
九
九
六
年
に
認
可
手
続
の
促
進
の
た
め
法
律
（G

esetz 

zur B
eschleunigung von G

enehm
igungsverfahren

）
が
制
定
さ
れ
た

（
43
）

。
認
可
手
続
に
掛
か
る
時
間
の
速
さ
が
投
資
を
巡
る
国
際
的
な
競
争

に
お
い
て
不
可
欠
な
要
素
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
進
行
の
ス
ピ
ー
ド
が
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
功
の
鍵
を
握
っ
て
い
る
と
さ
れ
た
。

ま
た
、
認
可
手
続
が
実
体
的
に
促
進
す
る
こ
と
は
投
資
対
象
と
し
て
の
ド
イ
ツ
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
明
さ
れ
た

（
44
）

。
そ
の

背
景
に
は
手
続
の
遅
延
に
対
す
る
経
済
界
か
ら
の
不
満
が
あ
り

（
45
）

、
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
新
規
の
施
設
や
工
場
な
ど
へ
の
投
資
環
境
を
整
え

る
シ
グ
ナ
ル
を
出
す
こ
と
を
意
図
し
て
い
た

（
46
）

。

こ
の
法
律
は
、
行
政
手
続
は
迅
速
に
実
施
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
一
般
的
な
手
続
原
理
を
明
示
す
る
と
と
も
に

（
47
）

、
手
続
上
の
又
は
形
式
上

の
規
定
に
対
す
る
違
反
の
効
果
を
制
限
す
る
こ
と
、
経
済
的
に
関
連
す
る
認
可
手
続
の
領
域
に
対
す
る
包
括
的
な
助
言
義
務
と
よ
り
促
進

さ
れ
る
手
続
モ
デ
ル
を
明
確
に
説
明
す
る
こ
と
、
意
見
聴
取
手
続
に
お
け
る
期
限
と
排
除
規
定
（P

räklusionsregelung

）
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
計
画
確
定
手
続
を
集
中
化
（S

traffung

）
す
る
こ
と
、
単
純
な
事
例
に
お
い
て
は
負
担
の
大
き
い
（aufw

endig

）
計
画
確
定

手
続
（P

lanfeststellungsverfahren

）
に
か
え
て
実
体
と
し
て
簡
易
な
計
画
認
可
手
続
（P

langenehm
igungsverfahren

）
を
採
用
す
る
こ
と
、

並
び
に
計
画
確
定
手
続
及
び
計
画
認
可
手
続
に
お
け
る
考
量
の
瑕
疵
（A

bw
ägungsm

ängel

）
の
影
響
を
軽
減
す
る
こ
と
を
骨
組
み
と
し
て

い
た

（
48
）

。

）
六
（



ド
イ
ツ
に
お
け
る
計
画
策
定
手
続
の
展
開
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

七

こ
の
よ
う
な
抜
本
的
な
改
正
に
至
っ
た
経
緯
の
一
つ
に
、
一
九
九
四
年
一
一
月
一
一
日
の
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
（C

hristlich-

D
em

okratische U
nion D

eutschlands 

（C
D

U

））
／
バ
イ
エ
ル
ン
・
キ
リ
ス
ト
教
社
会
同
盟
（C

hristlich-S
oziale U

nion in B
ayern e.V

. 

（C
S

U

））
と
自
由
民
主
党
（F

reie D
em

okratische P
artei 

（F
D

P

））
の
連
立
協
定
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
協
定
に
お
い
て
連
立

与
党
は
、
行
政
手
続
と
裁
判
手
続
（G

erichtsverfahren

）
を
市
民
と
経
済
に
と
っ
て
時
間
的
に
予
測
可
能
（überschaubar

）
か
つ
計
算
可

能
な
も
の
と
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、
ス
リ
ム
な
（schlank

）
国
家
が
個
人
の
創
意
（Initiative

）
と
創
造
性
（K

reativität

）
に
対
し

て
新
た
な
社
会
生
活
上
の
自
由
行
動
の
余
地
（F

reiräum
e

）
を
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
た

（
49
）

。
そ
の
上
で
、
迅
速
か
つ
予
測
可

能
な
計
画
及
び
認
可
手
続
を
必
須
の
も
の
と
位
置
づ
け
、「
計
画
及
び
認
可
手
続
の
簡
略
化
」
に
関
す
る
専
門
委
員
会
に
よ
る
提
言
を
迅

速
に
実
施
す
る
た
め
の
準
備
を
整
え
る
た
め
、
所
管
各
局
と
会
派
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
た

（
50
）

。
こ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

が
一
九
九
五
年
六
月
二
九
日
に
連
邦
政
府
へ
提
出
し
た
報
告
書

（
51
）

が
、
こ
の
改
正
法
の
下
地
と
な
っ
て
い
る

（
52
）

。

こ
の
法
律
に
よ
っ
て
行
政
手
続
法
は
大
幅
に
改
正
さ
れ
た
が
、
計
画
手
続
に
関
す
る
行
政
手
続
法
七
三
条
及
び
七
四
条
に
関
す
る
改
正

の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る

（
53
）

。

完
全
な
（vollständig

）
計
画
が
到
達
（Z

ugang

）
し
て
か
ら
一
か
月
以
内
に
、
意
見
聴
取
機
関
は
、
当
該
起
業
案
（V

orhaben

）
に
職

務
領
域
が
関
係
す
る
官
庁
に
意
見
表
明
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
当
該
起
業
案
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
ゲ
マ
イ
ン
デ
に
お
い
て
こ
の

計
画
を
公
告
す
る
措
置
を
執
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
七
三
条
二
項
〔
条
項
は
こ
の
改
正
法
に
お
け
る
番
号
。
以
下
同
様
〕）。
第
二
項
に
定
め
る

ゲ
マ
イ
ン
デ
は
、〔
計
画
の
〕
到
達
か
ら
三
週
間
以
内
に
一
か
月
間
こ
れ
を
縦
覧
に
供
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
七
三
条
三
項
一
文
）。
第

二
項
に
定
め
る
関
係
官
庁
は
、
意
見
聴
取
機
関
が
設
定
し
た
最
長
三
か
月
の
期
間
内
に
意
見
を
表
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
七
三
条
三
ａ

項
）。
そ
し
て
、
審
議
は
異
議
申
立
て
期
間
満
了
後
三
か
月
以
内
に
終
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
七
三
条
六
項
七
文
）。

）
七
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

八

ま
た
、
七
四
条
で
は
、
新
た
に
六
項
と
七
項
が
加
わ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
六
項
に
お
い
て
計
画
認
可
が
定
め
ら
れ
、
他
者
の
権
利
が
侵

害
さ
れ
て
い
な
い
か
、
若
し
く
は
関
係
者
（B

etroffen

）
が
財
産
（E

igentum

）
若
し
く
は
そ
の
他
の
権
利
の
使
用
（Inanspruchnahm

e

）

を
書
面
で
同
意
し
て
い
こ
と
（
一
文
一
号
）、
及
び
職
務
領
域
に
関
係
す
る
公
共
の
利
益
（öffentliche B

elange

）
の
代
表
者
（T

räger

）
に

お
い
て
了
承
が
得
ら
れ
た
こ
と
（
一
文
二
号
）
を
条
件
に
、
計
画
確
定
決
定
（P

lanfeststellungsbeschluss

）
に
か
え
て
計
画
認
可
が
で
き

る
も
の
と
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
意
見
聴
取
手
続
を
定
め
る
行
政
手
続
法
七
三
条
は
、
計
画
認
可
手
続
に
は
適
用
さ
れ
な
い

（
54
）

。
こ
の
計

画
認
可
に
は
、
収
用
法
上
の
事
前
効
果
（V

orw
irkung

）
を
除
い
て
計
画
確
定
の
法
的
効
果
が
認
め
ら
れ
る
（
二
文
）。

さ
ら
に
同
条
七
項
で
は
、
そ
の
重
要
性
が
本
質
的
で
な
い
場
合
（in F

ällen von unw
esentlichen B

edeutung

）、
計
画
確
定
及
び
計
画
認

可
を
行
わ
な
い
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
他
の
公
共
の
利
益
に
抵
触
す
る
こ
と
が
な
い
か
、
又
は
必
要
と
さ
れ
る
官
庁
の
決
定
が

存
在
し
て
い
て
そ
の
決
定
が
当
該
計
画
と
矛
盾
し
な
い
場
合
に
お
い
て
（
七
項
一
号
）、
他
の
者
の
権
利
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い

（nicht beeinflusst w
erden

）
と
き
、
又
は
計
画
に
関
係
す
る
者
に
よ
っ
て
協
定
（V

ereinbarung

）
が
締
結
さ
れ
た
と
き
に
可
能
と
な
る

（
七
項
二
号
）。
こ
の
こ
と
は
、
計
画
手
続
が
契
約
上
の
協
定
に
よ
っ
て
達
成
可
能
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
公
法
上
の
契
約
に
関

す
る
事
柄
で
あ
る
こ
と
か
ら
行
政
手
続
法
五
四
条
以
下
の
規
律
を
受
け
る
こ
と
に
な
る（

55
）

。

行
政
手
続
法
七
三
条
の
計
画
手
続
に
関
す
る
改
正
は
、
一
九
九
三
年
に
制
定
さ
れ
た
先
述
の
計
画
簡
略
化
法
の
内
容
に
沿
っ
て
お
り
、

一
般
法
で
あ
る
行
政
手
続
法
に
こ
の
規
律
を
組
み
入
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
間
制
限
と
排
除
規
定
の
導
入
は
、
意
見
聴
取
手

続
の
合
理
化
を
果
た
す
も
の
と
し
て
歓
迎
す
る
意
見
が
あ
っ
た

（
56
）

。
ま
た
、
行
政
手
続
法
七
四
条
の
新
た
な
諸
規
律
は
、
計
画
確
定
手
続
に

お
い
て
相
当
程
度
の
時
間
的
コ
ス
ト
と
行
政
コ
ス
ト
を
低
減
さ
せ
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
た

（
57
）

。
全
体
と
し
て
、
計
画
を
促
進
化
す
る
と

い
う
観
点
が
必
要
不
可
欠
な
意
義
を
有
す
る
と
い
う
評
価
も
見
ら
れ
た

（
58
）

。

）
八
（



ド
イ
ツ
に
お
け
る
計
画
策
定
手
続
の
展
開
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

九

そ
の
一
方
、
制
定
過
程
で
は
、
一
九
九
六
年
五
月
八
日
の
公
聴
会
に
お
い
て
、
一
部
の
専
門
家
か
ら
計
画
認
可
が
一
九
八
五
年
六
月

二
七
日
の
特
定
の
公
共
及
び
民
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
環
境
影
響
評
価
に
関
す
る
理
事
会
指
令
（U

V
P

-R
ichtlinie

）
に
調
和
す
る
も
の
で
あ
る

か
疑
念
が
表
明
さ
れ
た
。
環
境
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
想
定
さ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
改
正
法
案
の
七
四
条
六

項
・
七
項
に
よ
れ
ば
計
画
確
定
を
実
施
し
な
い
こ
と
を
許
容
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る

（
59
）

。
こ
れ
を
受
け
て
認
可
手
続
の
促
進
の
た
め
法
律

は
、
二
条
か
ら
五
条
に
お
い
て
、
一
定
の
場
面

（
60
）

で
計
画
確
定
手
続
を
確
保
す
る
も
の
と
し
、
行
政
手
続
法
七
四
条
六
項
の
適
用
を
制
限
し

た
（
61
）

。
こ
れ
に
よ
り
、
廃
棄
物
処
理
場
（D

eponien

）、
原
子
力
最
終
貯
蔵
施
設
（atom

arer E
ndlager

）
及
び
水
域
の
改
修
（der A

usbau von 

G
ew

ässern

）
の
許
可
（Z

ulassung
）
に
つ
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
及
び
国
内
の
環
境
影
響
評
価
に
関
す
る
諸
準
則
と
抵
触
し
な
い
こ
と
と

な
っ
た

（
62
）

。

４
　
二
〇
〇
六
年
の
法
改
正

こ
の
よ
う
な
計
画
策
定
の
迅
速
性
を
確
保
す
る
潮
流
は
、
二
〇
〇
六
年
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
計
画
促
進
法
（Infrastrukturpla

nungsbeschleunigungsgesetz （
63
）

）
ま
で
続
く
こ
と
に
な
る

（
64
）

。
二
〇
〇
四
年
五
月
一
日
に
、
キ
プ
ロ
ス
共
和
国
、
チ
ェ
コ
共
和
国
、
エ
ス
ト
ニ

ア
共
和
国
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ラ
ト
ビ
ア
共
和
国
、
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
、
マ
ル
タ
共
和
国
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
、
ス
ロ
バ
キ
ア
共
和
国

及
び
ス
ロ
ベ
ニ
ア
共
和
国
の
一
〇
か
国
が
新
た
に
欧
州
連
合
に
加
盟
し
た
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
及
び
チ
ェ
コ
共
和
国
と
国
境
を
接
す

る
ド
イ
ツ
は
こ
の
拡
大
に
よ
る
地
理
的
影
響
を
直
接
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
大
幅
に
拡
大
さ
れ
た
欧
州
域
内
市
場
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
た
。

そ
こ
で
、
ド
イ
ツ
再
統
一
以
来
進
展
し
て
き
た
計
画
の
促
進
化
を
更
に
充
実
さ
せ
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
法
律
で
あ
る

（
65
）

。
こ

の
改
正
は
、
専
ら
各
専
門
計
画
法
に
お
け
る
計
画
確
定
と
計
画
認
可
に
関
す
る
手
続
を
対
象
と
し
て
お
り
、
一
般
鉄
道
法
、
連
邦
遠
距
離

）
九
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

一
〇

道
路
法
、
連
邦
水
路
法
、
航
空
交
通
法
、
磁
気
浮
上
鉄
道
計
画
法
（M

agnetschw
ebebahnplanungsgesetz （

66
））

及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
法

（E
nergiew

irtschaftsgesetz （
67
））

の
手
続
規
律
が
改
め
ら
れ
、
連
邦
自
然
保
護
法
（B

undesnaturschutzgesetz （
68
））

も
改
正
さ
れ
た

（
69
）

。
意
見
聴
取

手
続
へ
の
団
体
等
の
関
与
が
定
め
ら
れ
た
の
が
第
一
の
特
徴
で
あ
る

（
70
）

。
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
一
般
鉄
道
法
一
八
ａ
条
（
条
文
番
号
及
び
内
容

は
改
正
当
時
の
も
の
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
様
）
に
お
い
て
、
行
政
手
続
法
七
三
条
二
項
の
定
め
る
所
定
内
の
通
知
を
連
邦
自
然
保
護
法

五
九
条
又
は
同
法
六
〇
条
の
範
囲
内
の
州
法
上
の
規
定
に
基
づ
い
て
認
定
さ
れ
た
社
団
（anerkannter V

erein

〔
認
定
社
団
〕）、
並
び
に
環

境
問
題
に
お
け
る
法
的
救
済
に
関
す
る
規
定
に
基
づ
い
て
認
定
さ
れ
た
団
体
（anerkannte V

ereingung

〔
認
定
団
体
〕）
及
び
そ
の
他
の
団

体
の
う
ち
当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
環
境
保
護
の
目
的
に
お
い
て
影
響
を
受
け
る
も
の
に
対
し
て
行
う
も
の
と
さ
れ
、
意
見
を
述
べ

る
機
会
が
与
え
ら
れ
た
（
同
条
二
項

（
71
））。

他
方
で
、
討
議
期
日
（E

rörterungsterm
in

）
の
放
棄
（V

erzicht

）
が
可
能
と
な
っ
た
の
も
特
徴
で
あ
る

（
72
）

。
法
案
段
階
と
は
異
な
り
裁

量
統
制
の
規
準
（erm

essenslenkende M
aßgabe

）
を
定
め
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
意
見
聴
取
機
関
は
討
議
期
日
を
放
棄
す
る
か
否
か
を
自

主
的
に
判
断
す
べ
き
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
は
、
手
続
の
コ
ス
ト
と
長
さ
を
軽
減
さ
せ
る
意
図
を
立
法
者
が
持
っ
て
い
た
表
れ
と
さ
れ
て
い

る
（
73
）

。一
九
九
一
年
の
交
通
網
計
画
促
進
法
が
定
め
て
い
た
個
別
的
な
規
律
が
全
国
的
に
拡
大
さ
れ
た
こ
と
で
、
認
定
さ
れ
た
社
団
や
団
体
の

手
続
参
加
が
明
確
化
さ
れ
、
討
議
期
日
の
放
棄
に
よ
っ
て
手
続
が
効
率
化
す
る
と
い
う
肯
定
的
な
評
価

（
74
）

が
目
立
っ
た
。
ま
た
、
線
状
の
広

が
り
の
あ
る
起
業
案
（linienförm

iges V
orhaben

）
に
つ
い
て
は
計
画
確
定
を
主
体
と
す
る
一
方
、
点
状
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（punktuelles 

P
rojekt

）
は
認
可
手
続
を
活
用
す
る
と
い
う
区
分
け
が
で
き
た
こ
と
、
更
に
は
金
融
・
経
済
危
機

（
75
）

に
お
い
て
も
計
画
の
促
進
が
期
待
さ
れ

る
と
し
て
、
一
連
の
計
画
促
進
化
の
動
き
を
評
価
す
る
見
解
も
あ
っ
た

（
76
）

。

）
一
一
（



ド
イ
ツ
に
お
け
る
計
画
策
定
手
続
の
展
開
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

一
一

５
　
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
21
（S

tuttgart 21

）
を
巡
る
議
論
と
潮
流
の
変
化

こ
の
大
き
な
流
れ
に
一
石
を
投
じ
た
の
が
、
鉄
道
駅
、
鉄
道
網
及
び
市
街
地
の
整
備
を
目
的
と
し
た
「
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
21
」
の

計
画
と

（
77
）

、
こ
れ
を
巡
る
様
々
な
議
論
や
活
動
で
あ
る

（
78
）

。
こ
の
計
画
の
淵
源
の
一
つ
で
あ
る
一
九
八
五
年
連
邦
交
通
網
計
画

（B
undesverkehrsw

egeplan 1985

）
で
は
、
鉄
道
交
通
（S

chienenverkehr

）
を
強
化
す
る
た
め
に
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
─
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
間
、

ケ
ル
ン
─
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
間
等
の
ほ
か
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
と
ア
ウ
ク
ス
ブ
ル
ク
を
結
ぶ
路
線
の
拡
充
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た

（
79
）

。

一
九
八
八
年
に
は
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
大
学
交
通
科
学
研
究
所
所
長
で
あ
っ
た
ハ
イ
メ
ー
ル
教
授
（G

erhard H
eim

erl

）
が
、
マ
ン

ハ
イ
ム
─
ウ
ル
ム
─
ア
ウ
ス
ブ
ル
ク
間
の
鉄
道
経
路
に
つ
い
て
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
中
央
駅
に
高
速
鉄
道
専
用
の
地
下
ホ
ー
ム
を
設

置
し
て
東
西
の
往
来
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
案
を
提
唱
し
た

（
80
）

。
こ
の
プ
ラ
ン
を
骨
組
み
と
し
て

（
81
）

、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
中
央
駅
周
辺
と

シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
市
の
中
心
部
の
都
市
交
通
を
再
編
さ
せ
る
目
的
で
組
み
立
て
ら
れ
、
一
九
九
七
年
に
採
択
さ
れ
た
の
が
、
シ
ュ

ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
21
で
あ
る

（
82
）

。

こ
の
計
画
の
枢
要
で
あ
る
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
中
央
駅
の
地
下
化
工
事
は
、
二
〇
一
〇
年
二
月
に
着
工
さ
れ
、
同
年
八
月
に
は
文
化

財
と
し
て
保
護
さ
れ
て
い
る
中
央
駅
北
ウ
イ
ン
グ
の
解
体
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
解
体
工
事
開
始
を
機
に
抗
議
行
動
が
激
化
し
、
同
年
九
月

三
〇
日
、
警
官
隊
と
デ
モ
隊
の
衝
突
に
よ
っ
て
一
〇
〇
名
を
超
え
る
負
傷
者
が
出
た

（
83
）

。
こ
れ
を
受
け
て
、
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル

ク
州

（
84
）

首
相
（M
inisterpräsident

）
シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・
マ
ッ
プ
ス
（S

tefan M
appus

）
は
、
州
議
会
に
お
い
て
、
一
九
八
二
年
か
ら

一
九
八
五
年
ま
で
連
邦
青
少
年
・
家
族
・
保
健
大
臣
（
当
時
）
を
務
め
た
ハ
イ
ナ
ー
・
ガ
イ
ス
ラ
ー
（H

einer G
eißler

）
を
調
停
人

（S
chlichter

）
と
す
る
調
停
（S

chlichtung

）
を
実
施
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
調
停
手
続
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

（
85
）

。
こ
の
手
続
で
は
、

事
業
賛
成
派
か
ら
七
名
、
事
業
反
対
派
か
ら
七
名
が
そ
れ
ぞ
れ
参
加
し
て
、
同
年
一
〇
月
二
二
日
か
ら
一
一
月
三
〇
日
ま
で
の
約
一
か
月

）
一
一
（
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一
二

間
に
わ
た
り
調
停
人
の
主
宰
の
も
と
で
合
計
九
回
の
調
停
会
談
（S

chlichtungsgespräch

）
が
開
か
れ
た

（
86
）

。
最
終
的
に
取
り
ま
と
め
ら
れ

た
勧
告
（E

m
pfehlung

）
に
お
い
て
、
調
停
人
は
、
こ
の
よ
う
な
話
し
合
い
は
四
、
五
年
早
く
開
催
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
の
意
見
を

述
べ
た
上
で

（
87
）

、
直
接
民
主
主
義
の
補
強
（V

erstärkung

）
を
指
摘
し
た

（
88
）

。
す
な
わ
ち
、
第
一
段
階
は
目
標
の
定
式
化
と
い
う
局
面
に
お
け

る
賛
否
調
整
（A

bstim
m

ung

）、
第
二
段
階
は
、
選
択
肢
の
あ
る
諸
計
画
を
展
開
（E

ntw
icklung

）
す
る
局
面
で
の
賛
否
調
整
、
そ
し
て
第

三
段
階
は
説
明
と
情
報
提
供
の
実
現
と
い
う
よ
う
に
、
場
面
に
応
じ
た
情
報
提
供
と
賛
否
の
調
整
を
提
唱
し
た
の
で
あ
る

（
89
）

。
ま
た
、
こ
の

勧
告
は
、
諸
々
の
計
画
と
選
択
肢
を
早
期
に
情
報
提
供
す
る
公
衆
参
加
を
定
め
る
建
築
法
典
三
条
の
規
定
に
も
言
及
し
て
い
た

（
90
）

。

こ
う
し
た
抗
議
行
動
と
一
連
の
調
停
手
続
を
受
け
て
、
市
民
参
加
の
早
期
化
と
充
実
化
を
推
進
す
べ
き
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
た
が

（
91
）

、

さ
ら
に
特
徴
的
な
の
は
、
行
政
側
か
ら
も
公
衆
参
加
の
強
化
へ
の
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
政

府
は
、
二
〇
一
一
年
三
月
三
日
、
連
邦
参
議
会

（
92
）

（B
undesrat

）
に
対
し
て
「
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
公
衆
参
加
の
強
化
」
の
提

案
を
送
付
し
た
。
同
州
政
府
は
こ
の
中
で
、
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（G

roßvorhaben

）
に
お
い
て
計
画
プ
ロ
セ
ス
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、

一
般
公
衆
と
利
害
関
係
者
の
受
け
入
れ
が
決
定
的
に
重
要
な
意
義
を
持
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
は
こ
れ
を
達
成
で
き
て
い
な
い
と
指

摘
し
た
上
で
、
市
民
た
ち
が
網
羅
的
な
情
報
を
適
切
な
時
機
に
受
け
取
り
、
計
画
が
最
終
的
に
固
定
化
し
て
い
な
い
時
点
で
、
自
分
た
ち

の
知
見
、
能
力
、
意
見
及
び
評
価
を
提
供
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
と
し
た

（
93
）

。
そ
し
て
、
こ
れ
を
現
実
化
す
る
た
め
に
、
非
従
属
的
な

（unabhängig

）
立
場
に
あ
る
者
の
主
宰
の
も
と
で
幅
広
い
公
衆
の
参
加
す
る
事
前
討
議
（V

orerörterung

）
を
計
画
確
定
手
続
の
開
始
前

に
実
施
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
こ
と
、
具
体
的
に
は
、
事
業
主
体
（V

orhabenträger

）
の
申
請
に
基
づ
い
て
、
又
は
事
業
主
体
が
行
政

主
体
若
し
く
は
行
政
主
体
が
出
資
す
る
企
業
で
あ
る
場
合
に
は
職
権
で
、
計
画
確
定
機
関
（P

lanfeststellungsbehörde

）
が
義
務
的
裁
量

（pflichtgem
äßes E

rm
essen

）
に
従
っ
て
早
期
討
議
の
実
施
を
決
定
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
さ
ら
に
、
早
期
討
議
を
導
入
す
る
た
め
の

）
一
二
（



ド
イ
ツ
に
お
け
る
計
画
策
定
手
続
の
展
開
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

一
三

行
政
手
続
法
の
適
合
化
（A

npassung

）
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
た

（
94
）

。

同
様
の
提
案
は
、
連
邦
内
務
省
に
設
置
さ
れ
た
行
政
手
続
法
審
議
会
（B

eirat V
erw

altungsverfahrensrecht

）
か
ら
も
示
さ
れ
た
。
そ

の
中
核
的
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
申
請
前
の
早
期
の
公
衆
参
加
が
、
事
業
主
体
の
責
務
（O

bliegenheit

）
で
あ
る
こ
と
（
た
だ
し
、
行
政
庁
や
事

業
主
体
の
義
務
（V

erpflichtung

）
と
は
し
な
い
）、
及
び
行
政
庁
に
は
事
業
主
体
に
対
し
て
早
期
の
公
衆
参
加
実
施
を
促
す
義
務
が
あ
る
こ

と
の
二
つ
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
当
該
事
業
の
一
般
的
な
目
的
、
実
現
の
た
め
の
手
段
及
び
予
測
さ
れ
る
影
響
に
つ
い
て
の
早
期
の
情
報

提
供
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
基
礎
資
料
及
び
代
替
可
能
性
の
あ
る
プ
ラ
ン
を
閲
覧
す
る
機
会
の
保
証
、
意
見
表
明
の
機
会
、
討
議
並
び
に
当

局
へ
の
結
果
の
通
知
を
提
唱
し
た

（
95
）

。

６
　
二
〇
一
三
年
の
法
改
正

こ
れ
ら
の
提
案
を
踏
ま
え
て
、
二
〇
一
三
年
に
制
定
さ
れ
た
の
が
、
公
衆
参
加
の
改
善
と
計
画
確
定
手
続
の
統
一
の
た
め
の
法
律

（G
esetz zur V

erbesserung der Ö
ffentlichkeitsbeteiligung und V

ereinheitlichung von P
lanfeststellungsverfahren

（P
lV

ereinhG

））
で

あ
る

（
96
）

。
こ
の
法
律
の
最
初
の
草
案
は
、
連
邦
内
務
省
が
二
〇
一
〇
年
一
二
月
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る

（
97
）

。
こ
の
時
点
で
は
、
ま
だ
計
画
確

定
手
続
の
統
一
と
促
進
の
た
め
の
法
律
（G

esetz zur V
ereinheitlichung und B

eschleunigung von P
lanfeststellungsverfahren

）
と
い
う

名
称
で
あ
り
、
公
衆
参
加
の
強
化
に
関
す
る
改
正
と
い
う
よ
り
も
、
討
議
期
日
の
緩
和
な
ど
の
手
続
迅
速
化
に
重
点
を
置
い
て
い
た
。
し

か
し
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
21
を
巡
る
議
論
の
高
ま
り
と
二
〇
一
一
年
三
月
の
我
が
国
の
福
島
に
お
け
る
原
子
力
災
害
を
経
て
、
早
期

の
市
民
参
加
に
よ
っ
て
新
た
な
社
会
政
治
上
の
発
展
に
対
応
す
る
こ
と
が
迫
ら
れ
た
。
そ
こ
で
二
〇
一
二
年
初
頭
の
法
案
で
は
名
称
が
改

め
ら
れ
、
早
期
の
市
民
参
加
に
関
す
る
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

（
98
）

。

）
一
三
（
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一
四

こ
の
改
正
法
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
の
が
、
新
し
く
行
政
手
続
法
二
五
条
三
項
と
し
て
定
め
ら
れ
た
早
期
公
衆
参
加
（frühe 

Ö
ffentlichkeitsbeteiligung

）
で
あ
る

（
99
）

。
こ
の
制
度
の
モ
デ
ル
と
な
る
の
が
、
公
衆
の
参
加
を
定
め
る
建
築
法
典
三
条
で
あ
る
。
同
条
一
項

一
文
は
、
建
築
法
典
が
規
律
対
象
と
す
る
計
画
に
つ
い
て
、「
公
衆
は
、
可
能
な
限
り
早
期
に
、
計
画
の
全
般
的
な
目
的
及
び
目
標
、
当

該
計
画
と
本
質
的
に
区
別
さ
れ
地
域
の
再
開
発
（N

eugestaltung

）
又
は
発
展
の
た
め
に
考
慮
に
値
す
る
解
決
策
群
、
並
び
に
当
該
計
画

か
ら
予
測
さ
れ
る
影
響
に
つ
い
て
公
開
の
情
報
を
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
意
見
表
明
（Ä

ußerung

）
と
討
議
の
機
会
が
与
え
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
定
め
て
お
り
、
早
い
時
期
に
お
け
る
公
衆
へ
の
情
報
提
供
と
意
見
表
明
等
の
機
会
を
確
保
し
て
い
る

（
100
）

。
新
た

な
行
政
手
続
法
二
五
条
三
項
は
、
行
政
庁
の
努
力
義
務
と
し
て
、「
多
数
の
第
三
者
の
利
益
に
少
な
か
ら
ざ
る
影
響
を
与
え
う
る
起
業
案

（V
orhaben

）
の
計
画
を
実
施
す
る
主
体
が
、
利
害
関
係
の
あ
る
公
衆
（die betroffene Ö

ffentlichkeit

）
に
対
し
て
、
当
該
起
業
案
の
目
的
、

目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
、
及
び
当
該
起
業
案
か
ら
予
測
さ
れ
る
影
響
を
、
早
期
に
情
報
提
供
さ
せ
る
こ
と
」
を
規
定
し
（
一
文
、

早
期
公
衆
参
加
）、
こ
の
手
続
は
可
能
な
限
り
申
請
を
提
出
す
る
前
に
実
施
す
る
も
の
と
さ
れ
た
（
二
文
）。
そ
の
上
で
、
利
害
関
係
の
あ
る

公
衆
が
意
見
を
表
明
し
、
事
業
主
体
と
討
議
す
る
機
会
を
与
え
る
べ
き
と
さ
れ
（
三
文
）、
申
請
提
出
よ
り
も
前
に
早
期
公
衆
参
加
が
実

施
さ
れ
た
場
合
は
申
請
提
出
の
際
に
、
そ
の
他
の
場
合
は
遅
滞
な
く
、
そ
の
結
果
を
利
害
関
係
の
あ
る
公
衆
と
行
政
庁
に
対
し
て
通
知
す

る
旨
が
定
め
ら
れ
た
（
四
文

（
101
））。

こ
の
よ
う
に
、
公
衆
に
対
し
て
計
画
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
と
予
測
さ
れ
る
影
響
に
関
す
る
情
報
を

提
供
し
、
意
見
表
明
と
討
議
の
機
会
を
設
定
す
る
責
務
を
、
事
業
主
体
に
課
す
点
で
両
者
は
共
通
し
て
い
る

（
102
）

。

こ
の
早
期
公
衆
参
加
の
ね
ら
い
は
、
起
こ
り
得
る
紛
争
を
回
避
又
は
低
減
さ
せ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
受
容
（A

kzeptanz

）
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
業
を
迅
速
に
実
現
す
る
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
た

（
103
）

。
し
か
し
、
受
容
を
生
み
出
す
こ
と
を
過
大
評
価
す
る
こ

と
に
疑
問
を
投
げ
掛
け
、
む
し
ろ
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
計
画
策
定
を
最
適
化
す
る
こ
と
（O

ptim
ierung

）
や
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に

）
一
四
（



ド
イ
ツ
に
お
け
る
計
画
策
定
手
続
の
展
開
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

一
五

お
け
る
透
明
性
（T

ransparenz

）
に
意
義
を
見
出
す
べ
き
と
い
う
見
解
も
あ
っ
た

（
104
）

。

ま
た
、
こ
の
新
た
な
規
律
の
目
的
は
、
事
業
主
体
の
責
任
に
お
い
て
、
計
画
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
計
画
確
定
手
続
に
先
立
つ

広
範
な
公
衆
の
討
議
を
確
保
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
が
、
既
に
行
政
手
続
法
に
導
入
さ
れ
て
い
る
計
画
確
定
手
続
に
お
け
る
討
議
期
日
の
よ

う
な
公
衆
参
加
の
形
態
に
代
わ
る
も
の
で
も
な
く
、
ま
た
こ
れ
を
単
純
に
前
倒
し
す
る
も
の
で
も
な
い
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

計
画
確
定
手
続
の
申
請
前
で
あ
る
以
上
、
事
業
主
体
は
本
来
自
由
に
自
ら
の
計
画
を
修
正
・
変
更
で
き
る
の
で
あ
り
、
早
期
の
公
衆
へ
の

情
報
提
供
や
討
議
機
会
の
確
保
を
事
業
主
体
に
義
務
付
け
る
こ
と
は
、
民
間
事
業
者
の
一
般
的
な
行
動
の
自
由
と
の
関
係
で
、
憲
法
上
の

問
題
が
生
じ
得
る
か
ら
で
あ
る

（
105
）

。
あ
く
ま
で
も
行
政
側
の
努
力
義
務
に
と
ど
ま
り
、
申
請
前
の
事
業
主
体
の
義
務
で
は
な
い
と
さ
れ
た
背

景
が
こ
こ
に
あ
る
。
た
だ
、
規
律
に
よ
っ
て
厳
格
に
行
政
を
統
制
す
る
特
性
を
持
つ
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
明
文
化
の
意
義

は
大
き
い
と
い
う
意
見
も
述
べ
ら
れ
て
い
る

（
106
）

。
従
来
か
ら
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
行
政
活
動
へ
の
公
衆
参
加

（
107
）

が
、
こ
の
法
改
正
を
経

て
更
に
発
展
し
た
と
の
評
価
も
見
ら
れ
た

（
108
）

。

７
　
二
〇
一
八
年
の
法
改
正
と
小
括

こ
の
よ
う
に
早
期
公
衆
参
加
の
導
入
と
い
う
か
た
ち
で
市
民
参
加
へ
の
舵
を
切
っ
た
行
政
手
続
法
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
一
八
年
一
一
月

に
交
通
分
野
に
お
け
る
計
画
手
続
と
認
可
手
続
の
促
進
の
た
め
の
法
律
（G

esetz zur B
eschleunigung von P

lanungs- und 

G
enehm

igungsverfahren im
 V

erkehrsbereich vom
 29. 11. 2018 （

109
））

が
制
定
さ
れ
、
手
続
の
迅
速
性
確
保
に
向
け
た
変
容
が
あ
っ
た
。

こ
の
新
法
の
主
題
は
、
連
邦
遠
距
離
道
路
法
、
一
般
鉄
道
法
、
及
び
連
邦
水
路
法
の
計
画
確
定
手
続
の
改
正
で
あ
る

（
110
）

。
こ
の
改
正
は
、

計
画
確
定
手
続
に
お
け
る
公
衆
の
役
割
を
制
限
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
批
判
が
あ
る
が

（
111
）

、
代
表
的
な
事
項
は
、
討
議
期
日
の
放
棄
と
計

）
一
五
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

一
六

画
認
可
の
拡
大
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
第
一
に
、
意
見
聴
取
機
関
は
、
行
政
手
続
法
七
三
条
六
項
及
び
環
境
影
響
評
価
法
一
八
条
一
項
の
定

め
る
討
議
を
放
棄
す
る
こ
と
が
可
能
と
さ
れ
た
（
連
邦
遠
距
離
道
路
法
一
七
ａ
条
一
項
一
号
、
一
般
鉄
道
法
一
八
ａ
条
一
号
、
連
邦
水
路
法
一
四
ａ

条
一
号
）。
Ｅ
Ｕ
法
に
お
い
て
は
、
環
境
影
響
評
価
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
討
議
期
日
が
要
求
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
討
議
期
日
の
放
棄
は
Ｅ
Ｕ
法
の
規
律
に
反
し
な
い
も
の
と
さ
れ
る

（
112
）

。
第
二
に
、
行
政
手
続
法
六
項
一
文
三
号
の
規
定
と
異

な
る
形
で
、
環
境
影
響
評
価
法
に
従
っ
て
環
境
影
響
評
価
を
実
施
す
る
も
の
と
さ
れ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
計
画
認
可
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
た
（
連
邦
遠
距
離
道
路
法
一
七
ｂ
条
一
項
一
号
、
一
般
鉄
道
法
一
八
ｂ
条
、
連
邦
水
路
法
一
四
ｂ
条
二
項
）。
他
者
の
権

利
が
侵
害
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
及
び
公
共
の
利
益
に
関
わ
る
代
表
者
の
了
承
（B

enehm
en

）
が
得
ら
れ
た
場
合
に
、
こ
の
計
画
認
可
が

可
能
と
な
る
。

こ
の
改
正
は
、
時
代
遅
れ
の
旧
弊
（alte Z

öpfe

）
を
断
ち
切
り
、
計
画
と
認
可
に
関
す
る
法
制
を
中
核
的
領
域
に
集
中
さ
せ
る
意
義
が

あ
る
と
い
う
評
価
が
あ
る

（
113
）

。
し
か
し
そ
の
反
面
で
、
公
衆
の
参
加
は
交
通
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
計
画
確
定
手
続
の
長
期
化

の
決
定
的
な
要
因
で
は
な
く
、
新
法
の
規
律
は
公
衆
参
加
の
中
心
的
要
素
で
あ
る
討
議
期
日
の
機
会
を
狭
め
る
も
の
で
あ
り
権
利
保
護
を

減
殺
さ
せ
る
、
と
い
う
厳
し
い
批
判
も
あ
る

（
114
）

。

こ
の
よ
う
に
、
再
統
一
か
ら
現
在
ま
で
、
制
度
改
正
を
伴
い
な
が
ら
計
画
策
定
へ
の
市
民
参
加
に
つ
い
て
具
体
的
な
議
論
が
行
わ
れ
、

そ
の
意
義
と
重
要
性
が
顕
在
化
し
て
い
る
の
が
ド
イ
ツ
の
現
状
で
あ
る

（
115
）

。
我
が
国
で
は
、
一
九
六
〇
年
代
初
頭
の
時
点
か
ら
既
に
、
行
政

運
営
の
民
主
化
と
公
正
化
、
国
民
の
権
利
保
護
の
適
確
化
、
行
政
の
円
滑
化
と
能
率
化
、
立
法
の
簡
易
明
確
化
と
教
育
的
効
果
、
及
び
行

政
救
済
制
度
の
合
理
化
と
い
う
五
つ
の
観
点
か
ら
、
行
政
手
続
法
制
定
の
実
質
的
意
義
が
強
調
さ
れ
て
い
た

（
116
）

。
行
政
計
画
の
策
定
手
続
の

規
律
も
ま
た
、
こ
う
し
た
観
点
に
沿
っ
た
検
討
が
有
効
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
複
層
的
視
座
と
ド
イ
ツ
で
の
展
開
を
踏
ま
え
て
、
我
が
国

）
一
六
（



ド
イ
ツ
に
お
け
る
計
画
策
定
手
続
の
展
開
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

一
七

の
計
画
策
定
手
続
の
理
論
的
経
過
を
省
察
す
る
。

三
　
考
察
と
分
析
─
我
が
国
の
計
画
策
定
手
続
の
充
実
化
を
見
据
え
て

１
　
我
が
国
に
お
け
る
理
論
的
展
開
の
概
要

行
政
手
続
に
関
す
る
分
析
と
し
て
一
九
六
〇
年
代
に
先
鞭
を
付
け
た
園
部
逸
夫
博
士
の
分
析
で
は
、
計
画
策
定
手
続
に
関
す
る
具
体
的

な
言
及
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
も
の
の
、
国
民
の
能
動
的
関
与
の
法
理
に
関
す
る
鋭
い
指
摘
が
既
に
さ
れ
て
い
た

（
117
）

。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
行
政
手
続
に
は
、
行
政
権
の
発
動
の
過
程
に
権
利
紛
争
が
存
在
し
、
行
政
手
続
に
お
け
る
法
的
な
意
味
で
の
当
事
者
で
あ
る
行
政
主

体
と
行
政
客
体
（
国
民
・
住
民
）
が
互
い
に
相
争
う
な
か
で
、
国
民
の
権
利
義
務
が
確
定
さ
れ
、
そ
の
結
果
行
政
権
が
発
動
さ
れ
る
と
い

う
構
造
が
存
在
す
る
。
当
時
の
官
尊
民
卑
の
風
潮
を
受
け
て
、
国
民
の
行
政
に
対
す
る
直
接
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
政
手
続
の
場
で
具
体

的
に
実
現
す
る
こ
と
が
、
行
政
手
続
の
法
理
と
し
て
要
請
さ
れ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
行
政
計
画
策
定
手
続
に
も
、
こ
う
し
た
要
請
は

当
て
は
ま
る
。

そ
の
後
一
九
八
〇
年
代
に
入
り
、
計
画
策
定
手
続
の
整
備
に
関
す
る
機
運
が
高
ま
っ
た

（
118
）

。
そ
こ
で
特
に
問
題
と
な
っ
た
の
が
、
聴
聞
手

続
と
公
聴
会
の
意
義
で
あ
る

（
119
）

。
当
時
か
ら
「
計
画
に
よ
る
行
政
」
が
行
政
活
動
の
実
態
と
し
て
前
面
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
関

係
私
人
の
権
利
利
益
の
早
期
保
護
と
い
う
法
益
に
加
え
、
計
画
の
種
類
に
応
じ
て
政
策
形
成
・
決
定
的
側
面
に
法
的
配
慮
が
不
可
欠
と
さ

れ
て
い
た

（
120
）

。
計
画
案
の
縦
覧
、
書
面
に
よ
る
意
見
陳
述
の
機
会
、
意
見
を
申
し
出
た
者
の
聴
聞
、
及
び
理
由
を
付
し
た
確
定
計
画
の
公
表

と
い
う
要
綱
案
の
仕
組
み
だ
け
で
な
く
、
利
害
関
係
人
参
加
に
と
ど
ま
ら
な
い
民
衆
参
加
の
途
を
、
公
聴
会
方
式
の
活
性
化
な
ど
に
よ
っ

）
一
七
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

一
八

て
求
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
見
解
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
五
九
年
要
綱
（
案
）
の
予
定
し
て
い
る
土
地
利
用
規
制
計
画
案
の
段
階

で
は
、
既
に
一
定
の
政
策
的
判
断
に
基
づ
く
既
成
事
実
が
先
行
し
て
お
り
、
そ
の
時
点
で
政
策
の
当
否
そ
の
も
の
を
争
う
こ
と
は
、
事
実

上
難
し
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
計
画
素
案
の
段
階
で
あ
れ
ば
計
画
の
成
熟
度
は
低
く
、
住
民
の
意
見
を
聞
い
て
代
替
案
を
含
め
再
検
討
を

行
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
住
民
相
互
間
の
見
解
の
対
立
を
明
確
に
し
つ
つ
、
当
該
計
画
素
案
を
巡
る
争
点
を
可
能
な
限
り
客

観
的
に
整
理
し
て
い
く
手
続
を
整
備
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
て
い
た

（
121
）

。
こ
の
よ
う
に
、
行
政
手
続
法
が
制
定
さ
れ

る
前
か
ら
、
計
画
策
定
手
続
を
ど
の
よ
う
に
法
典
化
す
る
か
と
い
う
議
論
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
住
民
参
加
と
計
画
行
政
を
巡
る
議
論
も
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
広
が
り
を
見
せ
て
い
た
。
住
民
参
加
の
意
義
・
定
義
に
つ
い
て

は
、
当
時
は
ま
だ
明
確
化
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
私
人
と
し
て
の
住
民
が
、
事
務
処
理
の
当
事
者
に
対
し
て
能
動
的
に
関
与
す

る
行
為
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た

（
122
）

。
計
画
行
政
と
関
わ
る
一
つ
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
個
の
利
益
と
全
体
の
利
益
を
調
整
す
る
観

点
か
ら
、
個
の
意
思
を
多
数
者
の
意
思
と
し
て
一
つ
に
統
合
す
る
手
法
、
個
と
全
体
の
利
害
調
整
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
方
法
を
問
う
べ

き
と
さ
れ
た
の
で
あ
る

（
123
）

。

こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
、
住
民
参
加
の
重
要
性
は
我
が
国
で
も
三
〇
年
以
上
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
意
見
聴
取
手
続
や
公
聴
会
に

よ
る
充
実
化
が
法
理
論
的
観
点
か
ら
も
要
請
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
公
聴
会
制
度
に
関
し
て
は
、
住
民
の
意
向
が
十
分
に
反
映
さ
れ
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
か
疑
問
が
呈
さ
れ
て
き
た
。
公
聴
会
の
運
営
実
態
が
極
め
て
形
式
的
・
一
方
通
行
的
で
あ
る
こ
と
が
国
民
サ
イ
ド
か

ら
批
判
さ
れ
て
い
る
と
い
う
指
摘

（
124
）

や
、
手
続
の
未
整
備
に
よ
っ
て
形
骸
化
し
必
ず
し
も
所
期
の
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
と

い
う
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る

（
125
）

。
近
時
に
お
い
て
も
、
都
市
計
画
に
関
す
る
手
続
規
定
が
貧
弱
で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る

（
126
）

。

）
一
八
（



ド
イ
ツ
に
お
け
る
計
画
策
定
手
続
の
展
開
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

一
九

２
　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
展
開
と
の
対
比
と
考
察

⑴
　
こ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
で
の
手
続
整
備
は
、
社
会
情
勢
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
素
早
く
展
開
し
て
い
る
。
第
一
の
特
徴
は
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
関
す
る
申
請
に
先
立
っ
て
、
事
業
主
体
が
市
民
に
対
し
て
計
画
の
情
報
を
提
供
し
、
意
見
を
聴
取
す
る
機
会
を
設
け
て
い

る
点
で
あ
る
。
既
に
計
画
が
固
定
化
し
た
後
に
情
報
を
提
供
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
事
業
を
そ
も
そ
も
実
施
す
べ
き
な
の
か
と
い
っ

た
議
論
を
で
き
な
い
ま
ま
、
謂
わ
ば
追
認
的
な
意
見
交
換
し
か
で
き
ず
実
効
性
が
乏
し
い
。
事
業
主
体
と
し
て
も
、
申
請
前
の
オ
ー
プ

ン
な
状
態
で
予
め
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
問
題
点
を
第
三
者
と
と
も
に
検
証
す
る
こ
と
は
有
益
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
運
用
の
実
情
と

し
て
は
、
討
議
期
日
・
公
聴
会
で
活
発
な
賛
否
の
議
論
や
質
疑
が
実
施
さ
れ
る
例
も
少
な
く
な
い
。
風
土
や
国
民
性
の
相
違
も
確
か
に

あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
制
度
と
し
て
早
期
の
公
衆
参
加
を
設
け
る
こ
と
は
、
手
続
の
透
明
性
確
保
、
利
害
関
係
人
の
権
利
保
護
、
及

び
行
政
手
続
の
民
主
的
運
営
と
い
う
観
点
か
ら
意
義
が
大
き
い
。

第
二
の
特
徴
は
、
一
般
法
で
あ
る
行
政
手
続
法
へ
の
集
約
化
傾
向
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
中
央
部
に
位
置
し
て
運
輸
と
物
流

が
行
き
交
う
地
理
的
状
況
を
踏
ま
え
て
、
道
路
交
通
・
鉄
道
運
輸
や
航
空
輸
送
の
特
別
法
上
の
計
画
に
つ
い
て
迅
速
な
改
正
を
行
う
だ

け
で
な
く
、
実
際
上
の
効
果
が
表
れ
る
の
に
合
わ
せ
て
行
政
手
続
法
の
改
正
も
実
施
す
る
と
い
う
か
た
ち
で
、
簡
明
で
緻
密
な
制
度
設

計
を
現
実
化
し
て
い
る
。
計
画
策
定
の
手
続
規
律
を
特
別
法
だ
け
に
委
ね
る
の
は
、
行
政
活
動
を
法
律
に
基
づ
い
て
民
主
的
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
上
で
必
ず
し
も
十
分
と
は
い
え
な
い
。
実
際
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
迅
速
に
制
度
を
組
み
替
え
る
と
と
も
に
、
透
明
性
の

あ
る
議
論
を
通
じ
て
計
画
策
定
手
続
の
意
義
を
検
証
し
続
け
る
中
で
制
度
設
計
の
整
理
と
充
実
化
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
我
が
国

で
実
際
に
仕
組
み
を
整
え
る
場
面
で
大
い
に
参
考
と
な
る

（
127
）

。

⑵
　
こ
う
し
た
特
徴
に
と
ど
ま
ら
ず
、
公
衆
参
加
の
機
能
に
関
す
る
理
論
的
検
証
も
進
展
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
建
設
計
画

）
一
九
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

二
〇

（B
auplanung

）
の
領
域
に
お
け
る
公
衆
参
加
の
意
義
と
し
て
、
以
下
の
七
つ
の
機
能
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
決
定
の
た
め

の
妥
当
な
根
拠
を
保
障
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
計
画
決
定
の
公
正
を
担
保
す
る
公
正
担
保
実
現
機
能
（R

ichtigkeitsgew
ährleistungfunk

tion

）、
計
画
に
関
係
す
る
当
事
者
の
間
に
お
け
る
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
す
る
調
整
機
能
（A

usgleichsfunktion

）、
市
民
が
手
続
と
計
画
の

情
報
を
獲
得
し
て
異
議
（E

inw
and

）
を
述
べ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
決
定
へ
の
到
達
過
程
に
お
い
て
異
議
を
考
慮
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
最
終
的
な
決
定
結
果
を
正
当
化
さ
せ
る
正
当
性
認
定
機
能
（L

egitim
ationsfunktion

）、
裁
判
所
に
お
け
る
討
論

（A
useinandersetzung

）
を
早
期
の
対
立
点
の
認
識
と
計
画
の
適
合
化
に
よ
っ
て
回
避
さ
せ
る
実
効
化
機
能
（E

ffektivierungsfunktion

）、

透
明
性
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
で
市
民
が
計
画
手
続
や
決
定
手
続
を
追
体
験
し
制
御
す
る
可
能
性
を
保
証
す
る
制
御
機
能

（K
ontrollfunktion

）、
計
画
手
続
と
決
定
手
続
に
お
い
て
市
民
が
賛
同
す
る
基
礎
を
作
り
出
し
、
拒
絶
の
可
能
性
を
防
止
す
る
こ
と
で

統
合
化
を
図
る
統
合
化
機
能
（Integrationsfunktion

）、
及
び
市
民
の
考
え
を
組
み
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
手
続
を
促
進
さ
せ
る
前

提
条
件
も
ま
た
確
立
さ
せ
る
許
容
性
確
保
機
能
（A

kzeptanzsicherungsfunktion

）
の
七
項
目
か
ら
な
る
機
能
群
で
あ
る

（
128
）

。
こ
れ
ら
の

分
類
は
多
層
的
・
複
合
的
に
作
用
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
公
衆
参
加
の
積
極
的
な
意
義
を
見
出
す
背
景
・
視
点
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

⑶
　
ま
た
、
計
画
の
特
性
を
踏
ま
え
る
と
、
計
画
決
定
後
の
運
営
や
次
の
計
画
改
訂
の
準
備
を
適
正
化
す
る
立
体
的
な
視
点
も
重
要
で
あ

ろ
う
。「P

lan

→D
o

→C
heck

」
の
手
順
で
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
変
容
す
る
事
実
状
態
や
環
境
を
明
敏
に
汲
み
取
っ
て
、
行
政

活
動
の
方
向
性
・
目
的
の
枠
で
あ
る
行
政
計
画
の
中
か
ら
具
体
的
な
行
政
作
用
の
発
動
を
選
択
す
る
推
移
や
来
る
べ
き
計
画
の
見
直
し

に
備
え
て
社
会
情
勢
や
行
政
作
用
の
効
果
を
分
析
・
評
価
す
る
事
務
を
、
継
続
的
に
責
任
を
持
っ
て
執
り
行
う
こ
と
が
、
行
政
計
画
の

内
在
的
特
性
か
ら
導
き
出
せ
る
。

早
期
の
市
民
参
加
に
お
い
て
出
さ
れ
た
意
見
や
問
題
点
は
、
申
請
予
定
の
当
該
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
に
対
応
・
立

）
二
一
（



ド
イ
ツ
に
お
け
る
計
画
策
定
手
続
の
展
開
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

二
一

案
さ
れ
る
計
画
に
お
い
て
も
事
業
主
体
が
活
用
で
き
る
の
で
あ
り
、
目
的
達
成
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
手
法
を
採
る
べ
き
か
を
適
正
に

検
討
す
る
重
要
な
資
料
と
な
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
主
体
、
行
政
組
織
の
人
々
、
利
害
関
係
を
持
つ
人
々
、
そ
し
て
市
民
や
公
衆

が
お
互
い
に
助
け
合
い
智
慧
を
出
し
合
っ
て
課
題
を
解
決
し
、
各
種
の
計
画
事
業
を
将
来
に
向
け
て
具
体
化
・
現
実
化
す
る
こ
と
は
、

今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

⑷
　
さ
ら
に
、
早
期
の
公
衆
参
加
に
お
い
て
提
出
さ
れ
た
意
見
等
を
申
請
に
際
し
て
提
出
す
る
仕
組
み
を
前
提
と
す
れ
ば
、
計
画
裁
量
に

お
け
る
審
査
対
象
と
審
査
基
準
の
現
状

（
129
）

か
ら
み
て
、
行
政
庁
が
、
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
ど
の
よ
う
な
事
実
を
根
拠
と
し
た
か
、
そ
の

事
実
が
ど
の
よ
う
な
証
拠
資
料
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
か
、
考
慮
要
素
と
し
て
そ
れ
ら
の
事
実
を
選
択
し
た
理
由
は
何
か
、
事
実
に
対

す
る
評
価
の
内
容
と
そ
の
評
価
に
関
す
る
指
標
が
何
か
等
を
、
客
観
化
・
文
字
化
す
る
こ
と
に
役
立
つ

（
130
）

。
こ
の
こ
と
は
、
計
画
の
是
非

を
判
断
す
る
権
限
を
持
つ
行
政
庁
や
審
査
機
関
で
あ
る
裁
判
所
に
と
っ
て
便
宜
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
主
権
者
で
あ
る
国
民
・
住
民
に

対
し
て
意
思
形
成
に
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
重
要
な
機
能
を
持
つ
。
土
地
利
用
に
関
す
る
計
画
や
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
関
し
て
、
計

画
策
定
に
お
け
る
意
思
形
成
過
程
の
客
観
化
・
適
正
化
を
図
る
意
義
は
大
き
い
。

事
業
主
体
の
法
律
上
の
義
務
と
し
て
定
め
る
こ
と
は
、
確
か
に
前
述
の
ド
イ
ツ
で
の
議
論
の
通
り
抑
制
的
に
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
し
、
当
該
計
画
を
司
る
行
政
主
体
の
義
務
と
し
て
、
計
画
申
請
に
先
立
っ
て
早
期
の
市
民
参
加
と
し
て
の
情
報
提
供
、
意
見
聴
取

及
び
公
聴
会
の
実
施
を
事
業
主
体
に
促
す
旨
を
定
め
る
こ
と
は
有
益
で
あ
ろ
う

（
131
）

。
我
が
国
で
は
、
二
〇
一
〇
年
九
月
の
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト

ガ
ル
ト
に
お
け
る
衝
突
の
よ
う
な
緊
迫
し
た
事
象
は
顕
在
化
し
て
い
な
い
も
の
の
、
計
画
策
定
手
続
の
適
正
化
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

こ
う
し
た
事
態
を
予
防
す
る
意
義
は
大
き
い
と
考
え
る
。

人
口
減
少
と
都
市
部
へ
の
一
極
集
中
が
進
ん
で
い
る
我
が
国
に
お
い
て
、
土
地
利
用
と
ま
ち
づ
く
り
を
公
的
視
点
か
ら
計
画
的
に
遂

）
二
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

二
二

行
し
て
い
く
こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

（
132
）

。
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
状
に
お
い
て
は
、
現
場
で
大
き
な
問

題
が
発
生
し
な
い
よ
う
な
土
地
利
用
規
制
の
制
度
枠
組
み
の
構
築
が
要
請
さ
れ
て
い
る

（
133
）

。
国
民
が
安
全
で
豊
か
に
生
活
し
て
い
く
た

め
、
行
政
計
画
の
策
定
手
続
に
関
す
る
議
論
を
一
層
充
実
化
さ
せ
て
、
具
体
的
な
制
度
設
計
と
運
用
を
継
続
す
る
こ
と
が
今
後
も
必
要

で
あ
る
。
我
が
国
に
お
け
る
行
政
計
画
策
定
手
続
の
充
実
化
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
の
実
情
を
解
析
し
た
今
回
の
検
討
を
土
台
に
、
引

き
続
き
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
1
） 

行
政
手
続
法
は
、
第
一
二
八
回
臨
時
国
会
に
同
法
案
が
提
出
さ
れ
、
平
成
五
年
一
〇
月
二
六
日
の
衆
議
院
本
会
議
に
お
け
る
採
決
（
全
会
一
致

で
可
決
）
及
び
同
年
一
一
月
五
日
の
参
議
院
本
会
議
に
お
け
る
採
決
（
全
会
一
致
で
可
決
）
を
経
て
成
立
し
た
。
同
月
一
二
日
に
公
布
さ
れ
た
行
政

手
続
法
は
、
行
政
手
続
法
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
（
平
成
六
年
政
令
三
〇
二
号
）
に
基
づ
い
て
、
平
成
六
年
一
〇
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

（
2
） 

こ
の
四
半
世
紀
に
お
い
て
行
政
手
続
法
が
行
政
法
体
系
に
も
た
ら
し
た
功
績
に
つ
い
て
は
、
大
橋
洋
一
「
行
政
手
続
の
課
題
」
宇
賀
克
也
編

『
行
政
法
研
究
第
二
〇
号
』（
信
山
社
、
二
〇
一
七
年
）
二
七
頁
以
下
を
参
照
。

（
3
） 

宇
賀
克
也
「
行
政
手
続
法
制
定
後
の
課
題
」
法
学
教
室
一
八
〇
号
（
一
九
九
五
年
）
一
三
頁
。
計
画
策
定
手
続
に
つ
い
て
は
、
特
に
一
七
頁
以

下
を
参
照
。

（
4
） 

近
時
の
論
説
と
し
て
、
藤
川
眞
行
「
都
市
計
画
・
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
近
年
の
課
題
・
取
組
と
行
政
法
研
究
へ
の
期
待
」
自
治
研
究
九
三
巻

一
二
号
（
二
〇
一
七
年
）
五
二
頁
、
野
田
崇
「
人
口
減
少
時
代
の
都
市
計
画
」
自
治
研
究
九
四
巻
一
号
（
二
〇
一
八
年
）
三
頁
、
濱
西
隆
男
「「
行

政
計
画
」
私
論
（
一
）」
自
治
研
究
九
四
巻
三
号
（
二
〇
一
八
年
）
七
一
頁
、
濱
西
隆
男
「「
行
政
計
画
」
私
論
（
二
）」
自
治
研
究
九
四
巻

（
二
〇
一
八
年
）
七
三
頁
、
濱
西
隆
男
「「
行
政
計
画
」
私
論
（
三
・
完
）」
自
治
研
究
九
四
巻
七
号
（
二
〇
一
八
年
）
九
〇
頁
、
仲
野
武
志
「
行
政

上
の
計
画
論
（
一
）」
自
治
研
究
九
五
巻
一
号
（
二
〇
一
九
年
）
六
一
頁
、
仲
野
武
志
「
行
政
上
の
計
画
論
（
二
）」
自
治
研
究
九
五
巻
二
号

（
二
〇
一
九
年
）
六
八
頁
、
仲
野
武
志
「
行
政
上
の
計
画
論
（
三
）」
自
治
研
究
九
五
巻
三
号
（
二
〇
一
九
年
）
九
三
頁
、
及
び
仲
野
武
志
「
行
政
上

）
二
二
（



ド
イ
ツ
に
お
け
る
計
画
策
定
手
続
の
展
開
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

二
三

の
計
画
論
（
四
・
完
）」
自
治
研
究
九
五
巻
四
号
（
二
〇
一
九
年
）
七
二
頁
が
あ
る
。
ま
た
、
都
市
計
画
に
関
す
る
制
度
設
計
に
つ
い
て
、
亘
理

格
・
生
田
長
人
編
集
代
表
『
都
市
計
画
法
制
の
枠
組
み
法
化
─
制
度
と
理
論
─
』（
土
地
総
合
研
究
所
、
二
〇
一
六
年
）
が
あ
る
。

こ
の
中
で
例
え
ば
、
計
画
の
手
段
総
合
性
に
対
す
る
国
民
の
権
利
利
益
の
救
済
に
関
し
て
、
処
分
方
法
に
係
る
総
合
性
を
有
す
る
計
画
に
つ
い
て

意
見
公
募
手
続
（
行
政
手
続
法
第
六
章
）
を
準
用
す
る
と
い
う
手
法
や
、
処
分
客
体
に
係
る
総
合
性
を
有
す
る
計
画
に
お
い
て
、
利
害
関
係
者
の
意

見
書
を
採
択
し
な
い
旨
の
通
知
を
計
画
に
基
づ
く
処
分
の
名
宛
人
と
な
る
べ
き
者
に
行
う
場
合
に
、
行
政
庁
に
理
由
提
示
義
務
を
課
す
手
法
を
、
行

政
過
程
に
お
け
る
立
法
論
と
し
て
提
唱
す
る
意
見
が
あ
る
（
上
掲
・
仲
野
「
行
政
上
の
計
画
論
（
四
・
完
）」
七
五
頁
）。

（
5
） 

例
え
ば
、
宇
賀
克
也
『
行
政
法
概
説
Ⅰ

　
行
政
法
総
論
（
第
六
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
七
年
）
三
〇
六
頁
、
櫻
井
敬
子
・
橋
本
博
之
『
行
政

法
（
第
六
版
）』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
九
年
）
一
四
九
頁
、
稲
葉
馨
ほ
か
『
行
政
法
（
第
四
版
）』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
八
年
）
一
三
九
頁
、
高
橋
滋

『
行
政
法
（
第
二
版
）』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
八
年
）
一
六
二
頁
、
及
び
大
浜
啓
吉
『
行
政
法
総
論

　
行
政
法
講
義
Ⅰ
（
第
四
版
）』（
岩
波
書
店
、

二
〇
一
九
年
）
一
三
二
頁
等
の
体
系
書
に
お
い
て
、
計
画
策
定
手
続
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
6
） 

吉
田
英
一
「
法
定
行
政
計
画
の
策
定
等
に
関
す
る
手
続
規
定
の
現
況
」U

rban S
tudy

（
都
市
研
究
セ
ン
タ
ー
発
行
）
六
一
号
（
二
〇
一
五
年
）

四
五
頁
。

（
7
） 

芝
池
義
一
「
行
政
計
画
」
雄
川
一
郎
ほ
か
編
『
現
代
行
政
法
大
系
第
二
巻
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
四
年
）
三
四
三
頁
。
さ
ら
に
進
ん
で
、
専
門

分
化
し
た
多
元
的
な
行
政
手
段
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
必
然
的
に
総
合
化
が
行
わ
れ
、
計
画
と
い
う
明
示
の
行
為
が
な
く
と
も

計
画
化
が
進
展
す
る
こ
と
を
根
拠
に
、
具
体
的
な
施
策
や
事
業
の
基
準
化
行
為
と
し
て
当
然
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
原
則
と
し
て
法
律
の
根

拠
を
要
し
な
い
と
い
う
見
解
も
あ
る
（
西
谷
剛
『
実
定
行
政
計
画
法
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
三
年
）
三
一
頁
）。
法
律
の
根
拠
の
要
否
や
範
囲
は
、
法

律
に
よ
る
行
政
の
考
え
方
に
も
関
わ
る
重
要
な
問
題
点
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
詳
述
し
な
い
。

（
8
） 

こ
の
事
件
は
、
昭
和
三
五
年
三
月
に
被
告
荒
尾
市
（
熊
本
県
）
が
策
定
し
た
住
宅
団
地
の
建
設
計
画
が
昭
和
三
六
年
二
月
に
変
更
・
廃
止
さ
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
団
地
内
で
の
公
衆
浴
場
の
営
業
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
し
て
、
営
業
予
定
者
が
損
害
賠
償
の
支
払
い
を
求
め
た
事
件
で
あ
る
。
裁

判
所
は
、
被
告
の
不
法
行
為
責
任
肯
定
し
、
損
害
賠
償
請
求
を
一
部
認
容
し
た
。
本
件
の
住
宅
団
地
の
建
設
計
画
は
、
建
設
省
（
当
時
）
の
認
可
を

経
て
い
る
が
、
公
営
住
宅
法
（
昭
和
二
六
年
法
律
第
一
九
三
号
）
五
条
二
項
は
「
公
営
住
宅
の
整
備
を
す
る
と
き
は
、
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
基

）
二
三
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

二
四

準
を
参
酌
し
て
事
業
主
体
が
条
例
で
定
め
る
整
備
基
準
に
従
い
、
こ
れ
に
併
せ
て
共
同
施
設
の
整
備
を
す
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

（
令
和
二
年
二
月
一
二
日
時
点
）
と
定
め
る
に
と
ど
ま
り
、
事
業
主
体
の
計
画
策
定
権
限
を
明
記
し
て
い
な
い
。
な
お
、
こ
の
事
件
の
評
釈
と
し
て
、

好
美
清
光
・
判
評
一
三
七
号
（
一
九
五
八
年
）
二
九
頁
が
あ
る
。

（
9
） 
稲
葉
ほ
か
・
前
掲
注（
５
）一
三
七
頁
、
一
四
四
頁
は
、
法
定
外
の
事
実
上
の
計
画
と
し
て
こ
の
計
画
を
例
示
し
て
い
る
。

（
10
） 

拙
稿
「
行
政
計
画
の
統
制
に
関
す
る
問
題
点
の
省
察
」
日
本
法
学
八
四
巻
三
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
四
五
頁
以
下
。

（
11
） 

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
建
築
関
連
法
の
整
備
は
、
一
九
六
〇
年
の
連
邦
建
設
法
（B

undesbaugesetz 

（B
B

auG

） vom
 23. 

6. 1960, B
G

B
l. Ⅰ

 S
.341

）
に
遡
る
。
そ
の
後
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
に
お
け
る
都
市
建
設
に
関
す
る
再
開
発
及
び
発
展
措
置
に
関
す
る
法
律
（
い
わ
ゆ

る
都
市
建
設
支
援
法
。G

esetz über die städtebaulichen S
anierungs- und E

ntw
icklungsm

aßnahm
en in den G

em
einden; 

S
tädtebauförderungsgesetz 

（S
tB

auF
G

） vom
 27. 7. 1971, B

G
B

l. Ⅰ
 S

.1225

）
が
一
九
七
一
年
に
制
定
さ
れ
た
が
、
一
九
八
六
年
に
こ
れ

ら
を
統
合
す
る
形
で
制
定
さ
れ
た
の
が
建
設
法
典
（B

augesetzbuch 

（B
auG

B

） vom
 8. 12. 1986, B

G
B

l. Ⅰ
 S

.2253

）
で
あ
る
。
建
設
法
典

制
定
ま
で
の
略
史
に
つ
い
て
は
、H

ans-Joachim
 K

och, R
einhard H

andler “B
aurecht R

aum
ordnungs- und L

andesplanungsrecht, 6., 

aktualisierte und erw
eiterte A

uflage, 2015, S
.193 ff.

を
参
照
。

（
12
） 

ド
イ
ツ
の
行
政
法
体
系
に
お
け
る
計
画
の
位
置
づ
け
に
関
し
て
は
、W

olfgang K
öck, P

läne, G
rundlagen des V

erw
altungsrechts 

B
and Ⅱ

, 2. A
uflage, 2012, S

.1389; H
artm

ut M
aurer und C

hristian W
aldhoff, A

llgem
eines V

erw
altungsrecht 19., überarbeitete 

und ergänzte A
uflage, 2017, S

.474

を
参
照
。
ま
た
、
計
画
策
定
に
関
す
る
法
体
系
に
つ
い
て
は
、B

ernhard S
tüer, H

andbuch des B
au- 

und F
achplanungsrechts P

lanung – G
enehm

igung – R
echtsschutz, 5. A

uflage, 2015

が
網
羅
的
に
説
明
し
て
お
り
、
計
画
確
定
手
続
の
仕

組
み
を
詳
述
す
る
著
作
と
し
て
、B

ernhard S
tüer und W

illi P
robstfeld, D

ie P
lanfeststellung G

rindlagen – F
achrecht – R

echtsschutz 

– B
eispiele, 2. A

uflage, 2016

が
あ
る
。

（
13
） G

rundgesetz für die B
undesrepublik D

eutschland vom
 23. 5. 1949, B

G
B

l. S
.1.

（
14
） 

正
式
な
名
称
は
、
新
た
な
連
邦
州
及
び
ベ
ル
リ
ン
州
に
お
け
る
交
通
網
に
関
す
る
計
画
を
促
進
す
る
た
め
の
法
律
（G

esetz zur 

B
eschleunigung der P

lanungen für V
erkehrsw

ege in den neuen L
ändern sow

ie im
 L

and B
erlin vom

 16. 12. 1991, B
G

B
l. Ⅰ

 

）
二
四
（



ド
イ
ツ
に
お
け
る
計
画
策
定
手
続
の
展
開
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

二
五

S
.2174

）
で
あ
る
。

（
15
） 

こ
の
法
律
に
お
け
る
計
画
手
続
の
促
進
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
、
山
田
洋
『
大
規
模
施
設
設
置
手
続
の
法
構
造
』（
信
山
社
、
一
九
九
五

年
）
三
四
四
頁
以
下
が
あ
る
。

（
16
） E

ntw
urf eines G

esetzes zur B
eschleunigung der P

lanungen für V
erkehrsw

ege in den neuen L
ändern sow

ie im
 L

and B
erlin 

（V
erkehrsw

egeplanungsbeschleunigungsgesetz

）, B
undestag D

rucksache 12/1092, S
.1.

（
17
） B

undestag D
rucksache 12/1092, a. a. O

. 

（F
n. 16

）, S
.1.

（
18
） 

旧
東
ド
イ
ツ
の
地
域
に
お
け
る
交
通
整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
、B

undestag D
rucksache 12/1092, a. a. O

. 

（F
n. 16

）, S
.7

、
及
び

M
ichael R

onellenfitsch, D
er E

ntw
urf eines zur B

eschleunigung der P
lanungen für V

erkehrsw
ege in den neuen L

ändern sow
ie 

im
 L

and B
erlin, D

V
B

l. 1991, S
.920

（923 f

） 

を
参
照
。

（
19
） B

G
B

l Ⅰ
 1991, S

.2175.

（
20
） 

地
区
詳
細
計
画
（B

ebauungsplan
）
の
作
成
手
続
に
関
す
る
期
間
に
つ
い
て
、S

chäfer-S
chm

idt=E
ichstaedt, P

raktische 

E
rfahrungen m

it dem
 B

undesbaugesetz,F
orschungsbericht 34/K

onrad-A
denauer-S

tiftung, 1984, S
. 94

を
参
照
。

（
21
） Jörg W

agner, V
erfahrensbeschleunigung durch das V

erkehrsw
egeplanungsbeschleunigungsgesetz, N

V
w

Z
 1992, S

.232

（235

）. 

ま
た
、W

infried B
rohm

, B
eschleunigung der V

erw
altungsverfahren - S

traffung oder konsensuales V
erw

altungshandeln? Z
ugleich 

ein B
eitrag zu den V

oraussetzungen der “M
ediation ” in den U

S
A

 und den strukturellen U
nterschieden zw

ischen 

am
erikanischem

 und deutschem
 R

echt, N
V

w
Z

 1991, S
.1025

も
、
旧
東
ド
イ
ツ
に
お
け
る
開
発
状
況
の
ま
ま
で
は
統
一
後
の
ド
イ
ツ
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
共
同
体
（
当
時
）
内
の
市
場
競
争
に
お
い
て
不
利
益
を
も
た
ら
す
恐
れ
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
計
画
手
続
の
迅
速
化
の
必
要
性
が

あ
る
こ
と
自
体
は
肯
定
し
て
い
る
。

（
22
） S

tefan K
linski und H

artm
ut G

aßner, D
as G

esetz zur B
eschleunigung der V

erkehrsw
egeplanung: P

lanungsrecht auf 

A
bw

egen, N
V

w
Z

 1992, S
.235

（237

）.

（
23
） H

erbert Z
eitler, A

ktuelle P
roblem

e des S
traßenrechts Z

ur P
lanfeststellung und zum

 V
erkehrslärm

schutz, N
V

w
Z

 1992, 

）
二
五
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

二
六

S
.830.

（
24
） W

infried B
rohm

, a. a. O
. 

（F
n. 21

）, S
.1029.

（
25
） E

ntw
urf eines G

esetzes zur V
ereinfachung der P

lanungsverfahren für V
erkehrsw

ege 

（P
lanungsvereinfachungsgesetz - 

P
lV

ereinfG

）, B
undestag D

rucksache 12/4328, S
.1. 

ま
た
、
そ
の
後
二
〇
〇
四
年
の
連
邦
政
府
の
調
査
に
よ
る
と
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
た
め

の
計
画
確
定
決
定
が
確
定
力
を
得
る
ま
で
の
期
間
が
最
短
で
一
年
半
に
ま
で
短
縮
さ
れ
た
（U

nterrichtung durch die B
undesregierung, 

E
rfahrungsbericht der B

undesregierung zum
 V

erkehrsw
egeplanungsbeschleunigungsgesetz, B

undestag D
rucksache 15/2311 S

.5, 

E
ntw

urf eines G
esetzes zur B

eschleunigung von P
lanungsverfahren für Infrastrukturvorhaben, B

undestag D
rucksache 16/54 

S
.27

）。

（
26
） B

undestag D
rucksache 12/4328, a. a. O

. 

（F
n. 25

）, S
.2.

（
27
） 

こ
の
計
画
は
、
一
九
九
二
年
七
月
一
五
日
、
連
邦
遠
距
離
道
路
の
拡
充
に
関
す
る
法
律
（G

esetz über den A
usbau der B

undesfernstraßen 

（F
ernstraßenausbaugesetz - F

S
trA

bG

） vom
 30. 6.1971, B

G
B

l. I S
. 873. 

な
お
、
同
法
は
当
初
一
九
八
五
年
ま
で
の
時
限
法
で
あ
り

〔B
G

B
l. I 1971 S

. 873. 

同
法
一
条
を
参
照
。〕、
当
初
の
法
令
は
、“G

esetz über den A
usbau der B

undesfernstraßen in den Jahren 

1971 bis 1985 “

と
い
う
名
称
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
八
六
年
の
改
正
〔B

G
B

l. I 1986 S
. 558

〕
を
経
て
一
九
九
二
年
に
至
っ
た
。）
の
修
正

案
と
と
も
に
連
邦
内
閣
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
再
統
一
さ
れ
た
ド
イ
ツ
に
お
け
る
最
初
の
交
通
網
計
画
で
あ
り
、
二
〇
一
〇
年
ま
で
に

国
内
の
交
通
網
を
拡
充
さ
せ
る
た
め
の
基
礎
と
さ
れ
た
。U

nterrichtung durch die B
undesregierung, S

traßenbaubericht 1991, 

B
undestag D

rucksache 12/4068, S
.11

を
参
照
。

（
28
） B

undestag D
rucksache 12/4328, a. a. O

. 

（F
n. 25

）, S
.17. 

従
前
の
交
通
網
計
画
促
進
法
は
、
国
土
整
備
法
（R

aum
ordnungsgesetz 

vom
 8. 4. 1965 

（B
G

B
l. Ⅰ

 S
.306

）。
な
お
、
現
行
の
国
土
整
備
法
は
、Raum

ordnungsgesetz vom
 18. 8. 1997 

（B
G

B
l. Ⅰ

 S
.2081

（2102

））

で
あ
り
、
二
〇
〇
八
年
の
改
正
〔R

aum
ordnungsgesetz vom

 22. 12. 2008 
（B

G
B

l. I S
. 2986

）〕
を
経
て
現
在
に
至
る
。
国
土
整
備
法
の
変

遷
の
概
要
に
つ
い
て
は
、H

ans-Joachim
 K

och, R
einhard H

andler, a. a. O
. 

（F
n. 11

）, S
.37, 48ff.

を
参
照
。）
を
対
象
と
し
て
お
ら
ず
、
ま

た
例
え
ば
鉄
道
網
に
関
し
て
は
、
法
律
の
有
効
性
が
一
九
九
五
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
と
さ
れ
て
い
た
（
一
条
一
項
柱
書
後
段
、Jörg W

agner, a. 

）
二
六
（



ド
イ
ツ
に
お
け
る
計
画
策
定
手
続
の
展
開
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

二
七

a. O
. 

（F
n. 21

）, S
.234

）。

（
29
） 

正
式
な
名
称
は
、
交
通
網
に
関
す
る
計
画
手
続
の
簡
略
化
の
た
め
の
法
律
（G

esetz zur V
ereinfachung der P

lanungsverfahren für 

V
erkehrsw

ege 

（P
lanungsvereinfachungsgesetz - P

lV
ereinfG

） vom
 17. 12. 1993, B

G
B

l. I S
. 2123

）
で
あ
る
。

（
30
） 
な
お
同
法
に
お
け
る
計
画
手
続
の
規
定
は
、
一
連
の
鉄
道
シ
ス
テ
ム
再
編
に
伴
っ
て
、
一
九
九
三
年
一
二
月
二
七
日
に
一
般
鉄
道
法

（A
llgem

einen E
isenbahngesetzes 

（A
E

G

） vom
 27. 12. 1993 

（B
G

B
l. I S

. 2378, 2396; 1994 I S
. 2439

））
一
七
条
以
下
に
置
き
換
え
ら

れ
た
。

（
31
） B

undesfernstraßengesetzes vom
 6. 8. 1953, B

G
B

l. Ⅰ
 S

.903.

（
32
） B

undesw
asserstraßengesetz vom

 2. 4. 1968, B
G

B
l. Ⅱ

 S
.173.

（
33
） P

ersonenbeförderungsgesetz vom
 21. 3. 1961, B

G
B

l. Ⅰ
 S

.241.

（
34
） B

undestag D
rucksache 12/4328, a. a. O

. 

（F
n. 25

）, S
.17.

（
35
） B

undestag D
rucksache 12/4328, a. a. O

. 

（F
n. 25

）, S
.18.

（
36
） R

udolf S
teinberg und T

hom
as B

erg, D
as neue P

lanungsvereinfachungsgesetz, N
JW

 1994, S
.488

（489

）.

（
37
） B

undestag D
rucksache 12/4328, a. a. O

. 
（F

n. 25

）, S
.8.

（
38
） U

do S
teiner, D

as P
lanungsvereinfachungsgesetz, N

V
w

Z
 1994, S

.313

（318

）.

（
39
） U

do S
teiner, a. a. O

. 

（F
n. 38

）, S
.318.

（
40
） R

udolf S
teinberg, F

achplanung, 2. A
ufl., 1993, §

1, R
dnr.86. 

ま
た
、
従
前
の
交
通
網
計
画
促
進
法
に
関
す
る
同
旨
の
指
摘
と
し
て

W
infried B

rohm
, a. a. O

. 

（F
n. 21

）, S
.1028.

（
41
） G

esetz über die U
m

w
eltverträglichkeitsprüfung vom

 12. 2. 1990, B
G

B
l. Ⅰ

 S
.205.

（
42
） R

udolf S
teinberg, a. a. O

. 

（F
n. 40

）, §
1, R

dnr.86 ff.

（
43
） G

esetz zur B
eschleunigung von G

enehm
igungsverfahren 

（G
enehm

igungsverfahrensbeschleunigungsgesetz - G
enB

eschlG

） 

vom
 12. 9. 1996, B

G
B

l. Ⅰ
 S

.1354.

）
二
七
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

二
八

（
44
） E

ntw
urf eines G

esetzes zur B
eschleunigung von G

enehm
igungsverfahren 

（G
enehm

igungsverfahrensbeschleunigungsgesetz 

- G
enB

eschlG

）, B
undestag D

rucksache 13/3995, S
.1.

（
45
） H

eribert S
chm

itz und F
ranz W

essendorf, D
as G

enehm
igungsverfahrensbeschleunigungsgesetz - N

eue R
egelungen im

 

V
erw

altungsverfahrensgesetz und der W
irtschaftsstandort D

eutschland, N
V

w
Z

 1996, S
.955

（956

）.

（
46
） B

undestag P
lenarprotokoll 13/116, S

.10346B

の
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
議
員D

ietm
ar S

chlee 

（C
D

U
/C

S
U

）
発
言
を
参
照
。

（
47
） H

eribert S
chm

itz und F
ranz W

essendorf, a. a. O
. 

（F
n. 45

）, S
.956.

（
48
） B

undestag D
rucksache 13/3995, a. a. O

. 

（F
n. 44

）, S
.1.

（
49
） K

oalitionsvereinbarung für die 13. legislaturperiode des D
eutsches B

undestages von C
D

U
/C

S
U

 und F
D

P
 vom

 11. 11. 

1994, S
.5.

（
50
） K

oalitionsvereinbarung 
（1994
）, a. a. O

. 

（F
n. 49

）, S
.6.

（
51
） E

m
pfehlungen der A

rbeitsgruppe aus V
ertretern der K

oalitionsfraktionen und der B
undesressorts zur U

m
setzung der 

V
orschläge der unabhängigen E

xpertenkom
m

ission zur V
ereinfachung und B

eschleunigung von P
lanungs- und 

G
enehm

igungsverfahren, Juni 1995.

（
52
） H

eribert S
chm

itz und F
ranz W

essendorf, a. a. O
. 

（F
n. 45

）, S
.956.

（
53
） 

行
政
手
続
法
七
三
条
及
び
七
四
条
の
規
定
に
関
し
て
は
、H

ans Joachim
 K

nack und H
ans-G

ünter H
enneke, K

om
m

entar 

V
erw

altungsverfahrensgesetz, 11. A
uflage, 2020; Jan Z

iekow
, K

om
m

entar V
erw

altungsverfahrensgesetz, 4., überarbeitete 

A
uglage, 2020; U

lrich R
am

sauer, K
om

m
entar V

erw
altungsverfahrensgesetz, 20. A

uflage, 2019; Johann B
ader, M

ichael 

R
onellenfitsch, B

eck'scher O
nline-K

om
m

entar V
erw

altungsverfahrensgesetz, 44. E
dition, 2019; P

aul S
telkens, H

einz Joachim
 

B
onk und K

laus L
eonhardr, K

om
m

entar V
erw

altungsverfahrensgesetz, 9. A
uflage, 2018; M

ichael F
unke-K

aiser und K
laus 

O
berm

ayer, K
om

m
entar V

erw
altungsverfahrensgesetz, 5. A

uflage, 2018
も
参
照
し
た
。

（
54
） H

einz Joach, S
trukturelle Ä

nderungen des V
erw

altungsverfahrens durch das G
enehm

igungsverfahrensbeschleunigungsgesetz, 

）
二
八
（



ド
イ
ツ
に
お
け
る
計
画
策
定
手
続
の
展
開
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

二
九

N
V

w
Z

 1997, S
.320

（329

）.
（
55
） H

einz Joach, a. a. O
. 

（F
n. 54

）, S
.329.

（
56
） H

eribert S
chm

itz und F
ranz W

essendorf, a. a. O
. 

（F
n. 45

）, S
.960.

（
57
） B

undestag D
rucksache 13/3995, a. a. O

. 

（F
n. 44

）, S
.10.

（
58
） H

einz Joach, a. a. O
. 

（F
n. 54

）, S
.330.

（
59
） H

eribert S
chm

itz und F
ranz W

essendorf, a. a. O
. 

（F
n. 45

）, S
.960 f.

（
60
） 

対
象
と
な
る
の
は
、
廃
棄
物
対
策
及
び
処
理
に
関
す
る
法
律
（G

esetz über die V
erm

eidung und E
ntsorgung von A

bfällen 

（A
bfallgesetz - A

bfG
） vom

 27. 8. 1986, B
G

B
l. Ⅰ

 S
.1410

）、
循
環
経
済
の
支
援
及
び
環
境
に
適
合
し
た
廃
棄
物
処
理
の
保
全
の
た
め
の
法

律
（G

esetz zur F
örderung der K

reislaufw
irtschaft und S

icherung der um
w

eltverträglichen B
eseitigung von A

bfällen 

（K
reislaufw

irtschafts- und A
bfallgesetz

） vom
 27.09.1994, B

G
B

l. Ⅰ
 S

.2705

）、
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
平
和
的
な
利
用
と
そ
の
危
険
に
対
す

る
保
護
に
関
す
る
法
律
（G

esetz über die friedliche V
erw

endung der K
ernenergie und den S

chutz gegen ihre G
efahren 

（A
tom

gesetz

） vom
 23.12.1959, B

G
B

l. Ⅰ
 S

.814

）
及
び
水
資
源
の
整
序
の
た
め
の
法
律
（G

esetz zur O
rdnung des W

asserhaushalts 

（W
asserhaushaltsgesetz - W

H
G

） vom
 27. 7. 1957, B

G
B

l. Ⅰ
 S

.1110

（1386

））
で
あ
る
。B

G
B

l. Ⅰ
 1996 S

.1356

参
照
。

（
61
） B

G
B

l. Ⅰ
 1996 S

.1356.

（
62
） A

ndreas W
asielew

ski, B
eschleunigung von P

lanungs- und G
enehm

igungsverfahren Inhalt und B
ew

ertung der neuen 

B
eschleunigungsgesetze unter besonderer B

erücksichtigung des Im
m

issionsschutzrechts, L
K

V
 1997, S

.77

（78

）. 

こ
の
こ
と
に
つ
い

て
、A

ndreas W
asielew

ski

は
、
行
政
手
続
法
七
四
条
七
項
の
実
際
上
の
意
義
が
広
範
囲
に
奪
わ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

（
63
） 

正
式
な
名
称
は
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
起
業
案
に
関
す
る
計
画
手
続
の
促
進
の
た
め
の
法
律
（G

esetz zur B
eschleunigung von 

P
lanungsverfahren für Infrastrukturvorhaben vom

 9. 12. 2006, B
G

B
l. Ⅰ

 S
.2833

）
で
あ
る
。

（
64
） C

lem
ens A

ntw
eiler, P

lanungsbeschleunigung für V
erkehrsinfrastruktur – R

ückabw
icklung der L

ehren aus „S
tuttgart 21 “, 

N
V

w
Z

 2019, 29.

）
二
九
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

三
〇

（
65
） E

ntw
urf eines G

esetzes zur B
eschleunigung von P

lanungsverfahrenfür Infrastrukturvorhaben, B
undestag D

rucksache 

16/54 S
.1.

（
66
） G

esetz zur R
egelung des P

lanungsverfahrens für M
agnetschw

ebebahnen 

（M
agnetschw

ebebahnplanungsgesetz - M
B

P
lG

） 

vom
 23. 11. 1994, B

G
B

l. I S
. 3486.

（
67
） G

esetz über die E
lektrizitäts- und G

asversorgung 

（E
nergiew

irtschaftsgesetz - E
nW

G

） vom
 7. 7. 2005, B

G
B

l. I S
. 1970, 

3621.

（
68
） G

esetz über N
aturschutz und L

andschaftspflege 

（B
undesnaturschutzgesetz - B

N
atS

chG

） vom
 20. 12. 1976, B

G
B

l. Ⅰ
 

S
.3573, 3574, ber. 1977 Ⅰ

 S
.650.

（
69
） 

た
だ
し
、
旅
客
運
送
法
は
改
正
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
（B

G
B

l 2006 Ⅰ
, S

.2833

、
及
びC

hristian-W
. O

tto, D
as Infrastrukturpla

nungsbeschleunigungsgesetz; W
as ändert sich im

 F
achplanungsrecht? N

V
w

Z
 2007, S

.379

を
参
照
）。

（
70
） C

hristian-W
. O

tto, a. a. O
. 

（F
n. 69

）, S
.380

は
、
こ
の
第
一
の
特
徴
と
後
述
の
討
議
期
日
の
放
棄
の
二
つ
を
、
意
見
聴
取
手
続
に
関
す
る

本
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
に
据
え
て
い
る
。

（
71
） 

連
邦
遠
距
離
道
路
法
一
七
ａ
条
二
項
、
連
邦
水
路
法
一
四
ａ
条
二
項
、
航
空
交
通
法
一
〇
条
二
項
一
号
三
文
、
磁
気
浮
上
鉄
道
計
画
法
二
条
二

項
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
法
四
三
ａ
条
二
項
も
同
様
に
改
正
さ
れ
た
。

（
72
） 

一
般
鉄
道
法
一
八
ａ
条
五
項
一
文
、
連
邦
遠
距
離
道
路
法
一
七
ａ
条
五
項
一
文
、
連
邦
水
路
法
一
四
ａ
条
五
項
一
文
、
航
空
交
通
法
一
〇
条
二

項
一
号
六
文
、
磁
気
浮
上
鉄
道
計
画
法
二
条
五
項
一
文
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
法
四
三
条
ａ
条
五
項
一
文
を
参
照
。

（
73
） C

hristian-W
. O

tto, a. a. O
. 

（F
n. 69

）, S
.380. 

（
74
） C

hristian-W
. O

tto, a. a. O
. 

（F
n. 69

）, S
.382. 

（
75
） 

二
〇
〇
八
年
九
月
の
い
わ
ゆ
る
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
76
） W

ilfried E
rbguth, A

bbau des V
erw

altungsrechtsschutzes, D
Ö

V
 2009, S

.921

（931

）.

（
77
） R

ahm
enplan S

tuttgart 21 vom
 G

em
einderat der L

andeshaupustadt S
tuttgart am

 24. Juli 1997 beschlossen. 

一
九
九
七
年
七
月

）
三
一
（



ド
イ
ツ
に
お
け
る
計
画
策
定
手
続
の
展
開
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

三
一

二
四
日
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
市
議
会
（G

em
einderat

）
が
採
択
し
た
。

（
78
） 

シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
21
を
巡
る
市
民
参
加
の
意
義
に
つ
い
て
は
、E

ckart H
ien, B

ürgerbeteiligung im
 S

pannungsfeld G
ew

altenteilung, 

D
V

B
l. 2014, S

.495

を
参
照
。

（
79
） 99. K

abinettssitzung am
 18. S

eptem
ber 1985; 2. B

undesverkehrsw
egeplan 1985 einschließlich Ü

berprüfung des 

B
edarfsplanes für die B

undesfernstraßen 

（E
ntw

urf eines D
ritten G

esetzes zur Ä
nderung des G

esetzes über den A
usbau der 

B
undesfernstraßen

）.

（
80
） G

erhard H
eim

erl: T
rassenführung der D

B
-S

chnellfahrstrecke S
tuttgart  -  A

ugsburg 

（- M
ünchen

）: A
nm

erkungen und 

Ü
berlegungen zur D

okum
entation der V

oruntersuchungen der A
B

S
/N

B
S

 P
lochingen - G

ünzburg. S
tuttgart 1988. S

.3 ff.

（
81
） 

こ
の
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
21
成
立
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、F

rank B
rettschneider und W

olfgang S
chuster, “S

tuttgart 21: E
in 

G
rossprojekt zw

ischen P
rotest und A

kzeptanz ”, 2013

に
詳
し
い
。
ま
た
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
21
の
事
業
の
進
展
に
関
し
て
は
、
野
田

崇
「
大
規
模
施
設
設
置
手
続
と
市
民
─
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
21
を
巡
る
議
論
─
（
１
）」
法
と
政
治
六
五
巻
二
号
（
二
〇
一
四
年
）
一
頁
以
下
（
特

に
一
四
頁
か
ら
二
〇
頁
ま
で
）
も
参
照
し
た
。

（
82
） F

rank B
rettschneider und W

olfgang S
chuster, a. a. O

. 

（F
n. 81

）, S
.11. 

ま
た
、
服
部
尚
己
「
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
の
駅
周
辺
開

発
計
画
」
同
志
社
女
子
大
学
学
術
研
究
年
報
六
〇
巻
（
二
〇
〇
九
年
）
一
頁
以
下
も
参
照
し
た
。

（
83
） F

rank B
rettschneider und W

olfgang S
chuster, a. a. O

. 

（F
n. 81

）, S
.44 f.

（
84
） 

シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
市
は
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
の
州
都
で
あ
る
。

（
85
） 

こ
の
調
停
手
続
に
お
け
る
最
終
的
な
調
停
条
項
で
あ
る”S

chlichtung S
tuttgart 21 P

L
U

S
”, S

.1.

（
86
） 

調
停
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://w

w
w

.schlichtung-s21.de/16.htm
l

に
よ
る
（
令
和
二
年
二
月
一
二
日
閲
覧
）。

（
87
） S

chlichtung, a. a. O
. 

（F
n. 85

）, S
.3.

（
88
） S

chlichtung, a. a. O
. 

（F
n. 85

）, S
.6. 

（
89
） S

chlichtung, a. a. O
. 

（F
n. 85

）, S
.7. 

）
三
一
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

三
二

（
90
） S

chlichtung, a. a. O
. 

（F
n. 85

）, S
.6. 

（
91
） 

例
え
ば
、A

lexander S
chink, Ö

ffentlichkeitsbeteiligung - B
eschleunigung – A

kzeptanz, D
V

B
l 2011, S

.1377. 

こ
の
中
で
は
、
法

的
保
護
だ
け
で
な
く
共
同
創
造
（M

itgestaltung

）
も
、
公
衆
参
加
の
意
義
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
（A

lexander S
chink, oben, S

.1378

）。

（
92
） 
初
宿
正
典
訳
『
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本
法
─
全
訳
と
第
62
回
改
正
ま
で
の
全
経
過
』（
信
山
社
、
二
〇
一
八
年
）
の
訳
語
に
準
拠
し
て
「
連

邦
参
議
院
」
で
は
な
く
「
連
邦
参
議
会
」
と
訳
し
た
。

（
93
） E

ntschließung des B
undesrates - S

tärkung der Ö
ffentlichkeitsbeteiligung bei G

roßvorhaben, B
undesrat D

rucksache 

135/11, S
.1.

（
94
） B

undesrat D
rucksache 135/11, a. a. O

. 

（F
n. 93

）, S
.1 ff.

（
95
） F

ür m
ehr T

ransparenz und A
kzeptanz – frühe Ö

ffentlichkeitsbeteiligung bei G
enehm

igungsverfahren; B
eirat 

V
erw

altungsverfahrensrecht beim
 B

undesm
inisterium

 des Innern zur D
iskussion um

 m
ehr B

ürgerbeteiligung bei 

G
roßvorhaben, N

V
w

Z
 2011, S

.859
（860

）.

（
96
） G

esetz zur V
erbesserung der Ö

ffentlichkeitsbeteiligung und V
ereinheitlichung von P

lanfeststellungsverfahren

（P
lV

ereinhG

） vom
 31. 5. 2013, B

G
B

l. Ⅰ
 S

.1388.

（
97
） E

ntw
urf des B

undesm
inisterium

s des Innern für ein G
esetz zur V

ereinheitlichung und B
eschleunigung von 

P
lanfeststellungsverfahren 

（P
lanungsvereinheitlichungsgesetz – P

lV
ereinhG

）, B
undestag D

rucksache 17/9666; G
esetzentw

urf 

des B
undesm

inisterium
s des Innern vom

 06.12.2010.

（
98
） B

ernhard S
tüer, D

as P
lanungsvereinheitlichungsgesetz, D

V
B

l. 2013, S
.700

（701

）. 

ま
た
、H

ans-G
ünter H

enneke, 

W
utbürger in V

erantw
ortung: P

artizipation und direkte D
em

okratie in K
om

m
unen und L

ändern, D
V

B
l 2012, S

.1072

も
参
照
。

こ
の
二
〇
一
三
年
の
法
改
正
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
、
野
田
崇
「
大
規
模
施
設
設
置
手
続
と
市
民
─
シ
ュ
ツ
ッ
ト
ガ
ル
ト
21
を
巡
る
議
論
─

（
２
・
完
）」
法
と
政
治
六
五
巻
三
号
（
二
〇
一
四
年
）
四
七
頁
以
下
（
特
に
七
四
頁
か
ら
八
一
頁
ま
で
）
が
あ
る
。

（
99
） 

そ
の
他
、
二
〇
〇
六
年
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
計
画
促
進
法
に
よ
っ
て
個
別
の
計
画
法
に
導
入
さ
れ
た
手
続
迅
速
化
を
図
る
制
度
を
、

）
三
二
（



ド
イ
ツ
に
お
け
る
計
画
策
定
手
続
の
展
開
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

三
三

一
般
法
で
あ
る
行
政
手
続
法
に
組
み
込
む
こ
と
も
改
正
の
目
的
で
あ
っ
た
（B

undestag D
rucksache 17/9666, a. a. O

. 

（F
n. 97

）, S
.1

）。

（
100
） 

建
設
法
典
三
条
の
規
定
に
関
し
て
は
、W

olfgang S
chrödter, K

om
m

entar B
augesetzbuch, 9. A

uflage, 2019

、U
lrich B

attis, M
ichael 

K
rautzberger und R

olf-P
eter L

öhr, K
om

m
entar B

augesetzbuch, 14. A
uflage, 2019

、W
illy S

pannow
sky und M

ichael U
echtritz, 

K
om

m
entar B

augesetzbuch, 3. A
uflage, 2018

及
びH

olger K
röninger, M

anfred A
schke und C

urt M
. Jerom

in, H
andkom

m
entar 

B
augesetzbuch m

it B
aunutzungsverordnung, 4. A

uflage, 2018

も
参
照
し
た
。

（
101
） 

行
政
手
続
法
二
五
条
の
規
定
に
関
し
て
は
、H

ans Joachim
 K

nack und H
ans-G

ünter H
enneke, K

om
m

entar, a. a. O
. 

（F
n. 53

）、Jan 

Z
iekow

, K
om

m
entar, a. a. O

. 

（F
n. 53

）、U
lrich R

am
sauer, K

om
m

entar, a. a. O
. 

（F
n. 53

）、Johann B
ader, M

ichael 

R
onellenfitsch, B

eck'scher O
nline-K

om
m

entar, a. a. O
. 

（F
n. 53

）、P
aul S

telkens, H
einz Joachim

 B
onk und K

laus L
eonhardr, 

K
om

m
entar, a. a. O

. 

（F
n. 53

）、
及
びM

ichael F
unke-K

aiser und K
laus O

berm
ayer, K

om
m

entar, a. a. O
. 

（F
n. 53

）
も
参
照
し
た
。

（
102
） 

ド
イ
ツ
の
公
衆
参
加
に
関
す
る
全
般
的
な
分
析
と
し
て
、
こ
の
法
改
正
よ
り
も
前
の
論
説
で
あ
る
が
、H

elge R
ossen-S

tadfeld, 

B
eteiligung, P

artizipation und Ö
ffentlichkeit, G

rundlagen des V
erw

altungsrechts B
and Ⅱ

, 2. A
uflage, 2012, S

.663

が
あ
る
。

（
103
） B

undestag D
rucksache 17/9666, a. a. O

. 

（F
n. 97

）, S
.1, 13 ff.

（
104
） H

eribert S
chm

itz und L
orenz P

rell, N
eue R

egelungen im
 V

erw
altungsverfahrensgesetz, N

V
w

Z
 2013, S

. 745

（747

）.

（
105
） H

eribert S
chm

itz und L
orenz P

rell, a. a. O
. 

（F
n. 104

）, S
.748.

（
106
） Jan Z

iekow
, F

rühe Ö
ffentlichkeitsbeteiligung; D

er B
eginn einer neuen V

erw
altungskultur, N

V
w

Z
 2013, S

.754

（760

）.

（
107
） A

ndré L
ippert, D

ie B
edeutung der Ö

ffentlichkeitsbeteiligung bei großen Infrastrukturvorhaben, Z
U

R
 2013, S

.203; R
em

o 

K
linger, F

rühe Ö
ffentlichkeitsbeteiligung in der P

lanfeststellung, Z
U

R
 2012, S

.201.

（
108
） W
olfgang K

öck, D
ie M

itw
irkung der Z

ivilgesellschaft am
 V

erw
altungshandeln – eine B

ilanz, Z
U

R
 2016, S

.643

（649

）.

（
109
） B

G
B

l. Ⅰ
 2018, 2237.

（
110
） E

ntw
urf eines G

esetzes zur B
eschleunigung von P

lanungs- und G
enehm

igungsverfahren im
 V

erkehrsbereic, B
undesrat 

D
rucksache 389/18. 

そ
の
他
に
、
連
邦
鉄
道
運
輸
管
理
に
関
す
る
法
律
（G

esetz über die E
isenbahnverkehrsverw

altung des B
undes 

）
三
三
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

三
四

（B
undeseisenbahnverkehrsverw

altungsgesetz - B
E

V
V

G

） vom
 27. 12 1993, B

G
B

l. I S
. 2378, 2394

）
に
つ
い
て
の
改
正
も
あ
っ
た
。

（
111
） C

lem
ens A

ntw
eiler, P

lanungsbeschleunigung für V
erkehrsinfrastruktur – R

ückabw
icklung der L

ehren aus „S
tuttgart 21 “, 

N
V

w
Z

 2019, S
.29

（30

）.

（
112
） B

ernhard S
tüer, G

esetz zur B
eschleunigung von P

lanungs- und G
enehm

igungsverfahren im
 V

erkehrsbereich 2018, D
V

B
l. 

2019, S
.351

（353

）.

（
113
） B

ernhard S
tüer, a. a. O

. 

（F
n. 112

）, S
.352.

（
114
） C

lem
ens A

ntw
eiler, a. a. O

. 

（F
n. 111

）, S
.31.

（
115
） 

計
画
策
定
手
続
に
関
す
る
制
度
設
計
は
そ
の
後
も
継
続
し
て
お
り
、
二
〇
一
九
年
一
一
月
に
は
、
交
通
分
野
に
お
け
る
計
画
手
続
と
認
可
手
続

の
更
な
る
促
進
の
た
め
の
法
律
案
（E

ntw
urf eines G

esetzes zur w
eiteren B

eschleunigung von P
lanungs- und G

enehm
igungsverfahren 

im
 V

erkehrsbereich, B
undesrat D

rucksache 582/19

）
が
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
法
案
は
、
一
般
鉄
道
法
、
連
邦
遠
距
離
道
路
法
及
び
鉄
道
と

道
路
の
交
差
に
関
す
る
法
律
（G

esetz über K
reuzungen von E

isenbahnen und S
traßen 

（E
isenbahnkreuzungsgesetz - E

K
rG

） vom
 

14. 8. 1963 

（B
G

B
l. I S

.1963, 681, neugefasst durch B
ekanntm

achung vom
 21. 3. 1971, B

G
B

l. I S
.337

））
の
改
正
を
内
容
と
し
て
い

る
。
こ
の
法
案
の
基
盤
と
な
る
の
は
、
二
〇
五
〇
年
気
候
保
護
計
画
を
実
施
す
る
た
め
の
連
邦
政
府
の
二
〇
三
〇
年
気
候
保
護
プ
ロ
グ
ラ
ム

（K
lim

aschutzprogram
m

 2030 der B
undesregierung zur U

m
setzung des K

lim
aschutzplans 2050

）
と
二
〇
一
八
年
二
月
七
日
に
締
結

さ
れ
たC

D
U

/C
S

U

と
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
（S

ozialdem
okratische P

artei D
eutschlands 

（S
P

D

））
の
間
に
お
け
る
第
一
九
議
会
期
の
連

立
協
定
（“E

in neuer A
ufbruch für E

uropa, E
ine neue D

ynam
ik für D

eutschland, E
in neuer Z

usam
m

enhalt für unser L
and “, 

K
oalitionsvertrag zw

ischen C
D

U
, C

S
U

 und S
P

D
, 19. L

egislaturperiode

）
で
あ
る
。
道
路
と
鉄
道
に
お
け
る
更
新
建
設
工
事

（E
rsatzneubau

）
の
手
続
を
合
理
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
地
方
自
治
体
（K

om
m

une

）
の
財
政
的
負
担
を
軽
減
し
、
鉄
道
網
へ
の
投
資
を
促
進
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
法
改
正
案
で
あ
る
（B

undesrat D
rucksache 582/19, oben S

.1, 8 ff.

）。

（
116
） 

田
中
二
郎
「
行
政
手
続
法
の
諸
問
題
」
公
法
研
究
二
三
号
（
一
九
六
一
年
）
九
八
頁
以
下
。

（
117
） 

園
部
逸
夫
『
行
政
手
続
の
法
理
』（
有
斐
閣
、
一
九
六
九
年
）
一
六
頁
（
初
出
、
一
九
六
七
年
）。
な
お
、
一
八
頁
以
下
の
「
第
三
節
行
政
手
続

）
三
四
（



ド
イ
ツ
に
お
け
る
計
画
策
定
手
続
の
展
開
に
関
す
る
考
察
（
長
谷
川
）

三
五

の
現
状
と
将
来
の
展
望
」
で
は
、
行
政
立
法
手
続
、
行
政
決
定
手
続
、
行
政
徴
収
（
収
用
・
使
用
）
手
続
、
行
政
上
の
強
制
執
行
手
続
、
行
政
即
決

執
行
手
続
、
行
政
科
罰
手
続
、
及
び
行
政
審
判
手
続
の
七
項
目
に
つ
い
て
詳
細
に
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
行
政
計
画
に
つ
い
て
は
独
立
の
項
目

は
立
て
ら
れ
て
い
な
い
。

（
118
） 
そ
の
一
つ
の
象
徴
が
、
行
政
手
続
法
研
究
会
「
行
政
手
続
法
研
究
会
報
告
─
法
律
案
要
綱
（
案
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
一
〇
号
（
一
九
八
四
年
）

五
三
頁
以
下
で
あ
る
（
以
下
、
本
稿
で
は
こ
れ
を
「
昭
和
五
九
年
要
綱
（
案
）」
と
い
う
。）。
昭
和
五
九
年
要
綱
（
案
）
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ

い
て
は
、
雄
川
一
郎
「
一
般
行
政
手
続
法
の
立
法
問
題
」
公
法
研
究
四
七
号
（
一
九
八
五
年
）
一
一
六
頁
が
詳
し
い
。
昭
和
五
九
年
要
綱
（
案
）
を

巡
っ
て
は
多
岐
に
わ
た
る
議
論
が
展
開
さ
れ
、
計
画
策
定
手
続
に
関
す
る
重
要
な
視
座
が
顕
在
化
し
た
が
、
本
稿
で
は
詳
述
せ
ず
今
後
の
考
察
に
繋

げ
る
。

（
119
） 

真
砂
泰
輔
「
土
地
利
用
計
画
策
定
手
続
の
問
題
点
─
い
わ
ゆ
るB

ig Inquiry

を
中
心
と
し
て
─
」
公
法
研
究
四
七
号
（
一
九
八
五
年
）

二
〇
四
頁
以
下
。

（
120
） 

手
島
孝
「「
現
代
の
立
法
」
と
し
て
の
「
行
政
手
続
法
」」
公
法
研
究
四
七
号
（
一
九
八
五
年
）
一
五
三
頁
。

（
121
） 

真
砂
・
前
掲
注（
119
）二
〇
六
頁
以
下
。

（
122
） 

柳
瀬
良
幹
「「
住
民
参
加
」
の
意
義
」
自
治
研
究
五
〇
巻
二
号
（
一
九
七
四
年
）
五
一
頁
。

（
123
） 

西
谷
剛
「
計
画
行
政
と
住
民
参
加
」
公
法
研
究
三
九
号
（
一
九
七
七
年
）
一
三
二
頁
。

（
124
） 

兼
子
仁
『
行
政
手
続
法
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
）
一
〇
一
頁
。

（
125
） 

原
田
尚
彦
『
行
政
法
要
論
（
全
訂
第
七
版
補
訂
二
版
）』（
学
陽
書
房
、
二
〇
一
二
年
）
一
二
七
頁
。

（
126
） 

原
田
保
夫
「
現
行
都
市
計
画
法
制
の
枠
組
み
法
化
に
つ
い
て
」
亘
理
格
・
生
田
長
人
編
集
代
表
・
前
掲
注
（
４
）七
四
頁
。

（
127
） 

ド
イ
ツ
や
諸
外
国
の
制
度
を
参
考
に
し
て
計
画
策
定
手
続
の
制
度
設
計
を
行
う
べ
き
旨
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
池
村
正
道
「
行
政
計
画
と

計
画
策
定
手
続
」
政
経
研
究
四
一
巻
四
号
（
二
〇
〇
五
年
）
三
頁
（
二
六
頁
）。

（
128
） H

ans-Joachim
 K

och, R
einhard H

andler, a. a. O
. 

（F
n. 11

）, S
.319 ff.

（
129
） 

最
判
平
成
一
八
年
一
一
月
二
日
民
集
六
〇
巻
九
号
三
二
四
九
頁
（
小
田
急
高
架
訴
訟
（
本
案
判
決
））
参
照
。
行
政
裁
量
の
審
理
・
判
断
に
関

）
三
五
（



日
本
法
学

　第
八
十
六
巻
第
一
号
（
二
〇
二
〇
年
六
月
）

三
六

す
る
検
証
と
論
説
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
友
岡
史
仁
「
行
政
裁
量
と
そ
の
統
制
基
準
」
小
早
川
光
郎
・
青
栁
馨
編
著
『
論
点
体
系
判
例
行
政

法
２
行
政
訴
訟
』（
第
一
法
規
、
二
〇
一
七
年
）
四
六
一
頁
、
及
び
拙
稿
・
前
掲
注（
10
）で
掲
載
し
た
各
参
考
文
献
を
参
照
。

（
130
） 
さ
ら
に
、
行
政
庁
や
事
業
主
体
が
実
施
し
た
事
項
が
何
か
を
特
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
定
の
時
期
に
何
を
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
を
識
別

す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
行
為
態
様
、
意
思
形
成
過
程
、
及
び
運
用
の
状
況
を
事
後
的
に
点
検
し
て
違
法
性
や
不
当
性
を
判
断
す
る
場
面
で
、
作

為
と
不
作
為
の
実
状
を
把
握
す
る
上
で
有
効
で
あ
る
。

（
131
） 

仮
に
法
改
正
を
行
う
の
で
あ
れ
ば
、
行
政
手
続
の
仕
組
み
の
基
盤
を
改
め
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
行
政
手
続
法
の
改
正
に
よ
っ
て
制
度
を
改
め

る
の
が
本
筋
で
あ
ろ
う
が
、
現
実
的
な
立
法
化
を
見
据
え
る
と
、
行
政
手
続
法
自
体
を
直
ち
に
改
正
す
る
こ
と
は
困
難
と
も
考
え
ら
れ
る
。
も
し
改

正
が
困
難
で
あ
る
な
ら
ば
、「
行
政
計
画
策
定
手
続
に
関
す
る
特
別
法
」
を
制
定
し
、
早
期
の
公
衆
参
加
を
明
文
化
す
る
方
法
も
想
定
し
得
る
。

（
132
） 

社
会
の
縮
小
化
に
伴
う
様
々
な
問
題
へ
の
対
応
は
、
広
く
公
法
学
全
般
に
お
け
る
課
題
で
も
あ
る
（
日
本
公
法
学
会
第
八
四
回
総
会

（
二
〇
一
九
年
）
に
お
け
る
各
報
告
及
び
質
疑
を
参
照
。）。

（
133
） 

藤
川
・
前
掲
注（
４
）六
六
頁
。

）
三
六
（
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